






本

nは
よ
う
こ
そ
こ
米
場
い
た
だ
き
ま
し
て
形
く
御
礼
中
し

L
げ
ま
す
。

＂届

根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
“
ー
、
こ
の
妙
な
る
、
け
れ
ど
も
魅
惑
的
な
表
題
を
も
つ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
こ
そ
．

一
九
パ
四
i
J
L
J
I
.
L
'
―
"
、
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
劇
楊
で
位
を
開
け
、
プ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
＂
取
長
絞
浙
記
録
を

う
ち
た
て
て
以
米
、

批
芥
各
国
で
上
浙
さ
れ
た
名
舞
台
中
の
名
舞
台

で
ご
ざ
い
ま
す
。
束
宜
で
は
い
ち
辿
＜
、
昭
和

114
上
生
'JLJI
、
新
装
間
も
な
い
帝
劇
で

n本
初
油
の
秘

を
あ
け
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
令
同
律
々
浦
々
の
行
さ
ま
方
の
JJ
弛
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

北
は
北
海
辺
か
ら
南
は
沖
縫
ま
で
、
文
字
通
り
令
旧
縦
断
公
油
を
達
成
し
｀
行
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
昨

年
の
束
点
帝
国
劇
場
の

K
ヒ
ッ
ト
で

114Ii
六
圃
卜
演
と
い
う
驚
く
べ
き
記
録
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
た
ぴ
は
再
び
強
い
ご
希
判
に
よ
っ
て
、
六
月
の
中

n劇
場
を
か
わ
き
り
に
、
ヒ

11
に
は
札
躾
．
仙

台
、
新
潟
、
柏
崎
、
金
沢
の
各
地
で
公
浙
を
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
公
浙
巾
、
仙
台
に
お
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
史
ヒ
は
じ
め
て

の
Ji
o

o
同
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
記
録
が
樹

TLさ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
行
さ
ま
の
お
か
げ
と

M
く
御
礼
巾
し

10
げ
ま
す
。

森
黛
久
禰
さ
ん
の
テ
ヴ
ィ
エ
は
．
＾
＇
ゃ
＂
本
の
、
と
い
う
よ
り
は
枇
界
の
テ
ヴ
ィ
エ
と
中
し
て
も
過
―

’
-
I

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本

nは
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ロ
ー
代
、
毎

H
芸
術
大
代
、
紀
伊
国
展
浙
劇
共
、
菊
ffl
一
夫
演
劇
大
双
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
代
な
ど
に
料
く
森
繁
久
禰
さ
ん
の
名
演
技
を
、
心
ゆ
く
ま
で
こ
覧

F
さ
い
ま
す
よ
う
に

お
顧
い
巾
し

K
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

束

t株
式
会
社
社
長

松

岡

功

中

n劇
場
は
、
こ
と
し
ト

Ii
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
公
浙
と
し
て
、
名
作
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
粒

根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
を
上
油
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
う
れ
し
く
什
じ
ま
す
。
公
浙
の

実
現
に
、
深
い
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
束
，
じ
な
ら
ぴ
に
森
繁
久
禰
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

愚
油
者
、
ス
タ
ソ
フ
、
そ
れ
に
本

11
ご
米
場
の
特
さ
ま
力
に

M
く
御

tL巾
し

t
げ
ま
す
。

中
＂
劇
場
は
、
昭
利
四
十

一
年
JiJI
、
名
占
柑

oli
の
中
心
地
、
栄
に
で
き
ま
し
た
中

nビ
ル
内
に
開
場

い
た
し
ま
し
た
。
新
聞
社
が
直
常
す
る
全
国
唯

；
の
劇
場
と
し
て
各
jj
而
か
ら

it11を
集
め
つ
つ
、
地
域

文
化
の
向
上
に
杵
々
と
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ま
や
関
係

名
の
変
ら
ぬ
ご
支
援
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
湖
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
十
五
年
間
、
中

H
劇
場
は
多

II的
劇
場
と
い
う
Ji
針
に
そ
い
、

古
典
か
ら
近
代
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
浙
劇
を
と
り
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
届
根
の
L
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
」
の
公
浙
は
特
箪
す
ぺ
き
も
の
で
す
。
ム
|

9
年、

JL
ト
―
年
＇に
つ
づ
き
、
今

lul
は
一ご
皮
H
の
公

演
で
す
が
、
前
二
阿
を
上
同
る
大
き
な
成
呆
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
た
ぴ
は
、
私
ど
も
小

11
新
叫
北
胚
本
社
と
“
川
テ
レ
ビ
な
ど
の

F
に
よ
っ
て
、
し
JI
木
に
金

沢
公
油
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
大
き
な
必
ぴ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
公
油
皿
数
も
五

fi旧
に
近
く
、
名
占
い
よ
い
よ
＂り団
ま

っ
て．

LI
本
演
劇
史
上
．
最

窃
傑
作
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
森
繁
さ
ん
の
う
ち
た
て
た
令
字
塔
は
、
水
述
に
輝
く
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

名
俊
あ
り
て
名
作
あ
り
。
森
繁
さ
ん
あ
っ
て
の
「
届
根
の

t
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
で
す
。

こ
の
う

え
と
も
、
ま
す
ま
す
ご
他
在
で

‘
-
lul
で
も
多
く
の
公
演
を
も
た
れ
、

．
人
で
も
多
く
の
人
に
、
温
く
、

熱
い
感
動
を
rー
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

小
＂
新
叫
社
社
長

加

藤

巳

一

郎



醤
馴

“,iI

-

iー
ー

―

―

て
な
い
。
い
よ
い
よ
こ
の
重
労
働
は
限
界
を
超
え
る
も
の
だ
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
私
も
年
を
~
ね
る

。

こ

れ
に
は
勝

)
S
]
。

も
ー
↑

ま
す
ま
す
活
力
を
胡
き
た
た
せ
、
御
当
地
に
釆
り
込
ん
て
き
た
っ

稽
占
を
し
て
身
体
を
き
た
え
て
、
新
し
い
梵
II生
を
す
る
。
そ
し
て
、

は
と
ん
て
も
な
い
活
て
、
こ
の
公
浙
の
ハ
に
、
人
‘
四
ト
11
間
の

た
だ
、
私
た
ち
が
、
こ
の
作
品
に
飽
き
た
か
と
い
う
と
｀
そ
れ

充
分
わ
か
る
。

ら
見
て
、
ま
だ
は
ん
の

一
部
の
Jj
し
か
見
て
も
ら

っ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
ー
|
|
—

と
。

こ

れ
は
劇
場
側
の
い
い
分
だ
が
、
勿
論
そ
れ
も

い
い
も
の
は
、
ど
こ
ま
て
も
続
け
な
さ
い
。
名
古
圧
の
人
日
か

上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
＂
の
公
演
て
す

。

中
H
劇
場
に
、
お
客
は
ス
か
と
息
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
＂
吊
根
の

回
を
重
ね
て
三
回
。

ご
あ
い
さ
つ

森
埓

‘,t 

9
,
f
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"屋根の上の
ヴァイオリン弾き、、
サミ ー・ペイス
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三ぞ玉：•三王:=3.:~·辛．“丑；
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:::.::: ; .::::::::-:.::: ;.:.-::-=:.-::-:.; :::..;~ よ＇
:：：:ー:::.:.-:~ー:.-..:::::::::.:::::.こ二：
こ｀●：•三三缶五辛王．王主主
：三：：：~::.丑三三王王王．． :• 
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r屈1Hの Lのヴ 9・イオリンり1< さ」は、米1 •1iiiil削の人・作 ミュージカルの

つとして•fl釆を浴びてさた。 O llfl • スクッフの f l : ·I•は、ニムーヨークのイ

ンペ リアル1討沿で初IIをあける）J1jijに、 Ii年に bわたってなされた。ti!

iiiW>とさqJI¥'.役の Uとして、私はその削11:,)W). 部にかかわり介う機
会をけた。，';週間のItし、この後、 1し辿11¥1h「ロード」（地）i公油）に：I', た

（デトロイトでii辿 1111、ワシントンll.Cで11り辿11:11。デ トロイト で1りli',ii

した舞台は、それから）し辿lilf後にニューヨー ク,Iiで1り」i',iiした；，t終的な b

のと令く児ってし` た。だし""を rロー ド」に/.ヤって行く）'11111は、人来

の1又1必をぶすのと. fl','.,','i'"弱点がどこにあるかを発兄するためである。

このとさから、いlf1 •スタッフ、 /1',iiiir;、,rn,スタッフにとって骨qJ/lj'jL
る11:・1,が始まるのだ。

デトロイト及びワシントン ll・ Cでは辿にi¥l"I公i,りだった。仮の公

;・,;;,';i,,iとマチネーカ'・.,.. ,。 ・II・.l"I"とさは ・.11,1,1::111し、こをした。 ・II 

のけいこ小に、 ミュージカル ・ナンパー又はシーン令fわが変史されて，

その街史した bのをその!Iiiふiiすること bあった。このスケジュールは
ニューヨークでt1111をあけるまで絞いた。人れたり出したりした材料は、

もう つのr柑Illの 1-.の jを作るに I・分な!',:に息われた。ロピンスI¥:

はこのだし bのに多くの児った兄9化を灼っておられて、 f叶IU•いただし

ものを 1-.iiiiLて＼ヽるように忠われたくら＼ヽだ。このことは削fPJlliilを人・

街に庫,1激flりにした。この期1::1中、 このショーは大きな、飩柄するような

プロダクション ・ナンバーでつなぎIIがふくれ 1-.がって＼ヽるように息わ

れた。だから,HHNtと＼ヽう心忙は全く態かった。「屈根の I'.の 」

をこれはど {/;: JJJ させたのは、令ての11~!/i すなわら物，¥Ifの進けに小必

悦なものは何でも 一 が最後には取りl;られたことにある。このように、

このショーは;,砂簡涅で伯,,,な）;1,,1に1,,1つてしめくくられる。 私流の名・

えではこれこそが「屈根の I・のヴァイオリン弾き」をi',iil剖料の糾ける

作ふにし、今IIもなお糾き秋けるようにしたエッセンスなのだ。
（この柏 9よ ~lfllli. I・ 印 11'I:聞）b公i如iの面ごぶせられたものです）
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"屋根の上の
ヴァイオリン弾き、、
日本公演に際して

ジェローム・ロピンス
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::::-.: な迄亡．：：：，・ぶ：.:'.::::-:; 二・:::●：し::;ご．叫
：：；，之：：：~~;;~宮：;:-.:::::: ロ:~.::..ぶ'"

：＝去：；五茫翠，::~了凸王茫：::::・ 
：こふな工~-:.:-.:·;;;;;;::. ·;,:::.:~·t.:.·::· 需

「i,!IJMl :0> ヴ T イオリンりji さ」の物，l/fは変遷のIi,~火である．それは1怜

史的、 n.済11り、政甜i'•)'J渭辺）、激しし,/),!'火 IC jljl しよくられる村と、その

村人た ちにI"する物，l/iで、これらり） ,, --,0,,•1•, 米＇ドは、村のあらゆる
蔽格な伝統をIi躙し.HA.I: らの'I:さ｝）を変えてし、った。

このジョ七フ・スタインによる台小は，シ，ラム・アレイハムの,,;ii)
に ），＼づし 、た b のである。ア レイハムは、ロ シアにあるユダヤ人村の ' l •i ,1;

を。似人的な感t,'Iを人れず、大きな受梢と批判的なIIで出録しに。ジェ

リ ー ・ポ ック 作IIIWli"深は、ロ シアの人印I'•) な·I.(品メロ ディー岨と 1!1111紀

から20 1 11紀にかかる t(( 、 そこに (I•んでし、たユダヤの人たちの);If谷から'I

まれたものである 。 シェルドン ・ ハーニッ ク作の~..... , (, j,;J様に，これら

のニュアンスや、 !ilil<、そして.,.,時のl.(!l:fl'・JK視を ))II味したものである。

「h廿!M l・.のヴァイオリン,;,;,さ J に使われたこの物，＇！；は酪 1，~ 犬テヴィエ

の ：＇’；雑•… · 1!11 ち、彼が'I' よれた I ll界の伝統と，彼の,, , 命）女ぴ＇未:1,~をf'tか

すII:会的ii¥米"I>や，変動とのii,,格に'1'-l・IIを(,t: らそうとする努））に｀ょ
とをしl;fってし 、る。「屈根の I・.のヴァイオリン,;,;,さJ を製作するに.,.,リ、

iJt(T)'求族と彼のf,,仰とをし っか リ II' リしめておきたし 、 とし • う、 !fl:々しし、

テヴィエの1引IJHの巾に、観客は、外1,.1文化1/',IOl!II述に 'ヽc派なかけ恰を渡

すことが出米、また、変滋(T);II;迫的な経験をつぷさに兄ることが/I',米る

と私はf,,じてし、る。観客の人 人が、この ·I•を11¥ちに、また I・分に分

ってJfiけることを希'I!する。
また、われわれは失われた時代 と儀式を，：じiぶことどめ、そして祝おう
とすることが必災であると息う。なぜなら、深く ll↓ざした儀J¥の仏統と

肘tnが、他の1,.1々に現｛（する後代の'I―i,りの中に設透したとしても、彼ら
の村や｀人々は、 fl,んで米た地球からil'iえてIiってしまうからである。
(: の伯はII/( 札II~ I · ―_,, .. ぷlじHlii"Jiに院し岱せられた,,,です）
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は

）

荒

井

洸

子

石

見

榮

英

ッ
ァ
イ
テ
ル
婆
さ
ん
（
ゴ
ー
ル

デ
の

Illけ
）
宮

田

恵

子

田

中

明

夫

益

田

喜

頓

―
―
―
上
直
也

宮

琢

磨

山

中

堂

司

安

田

伸

須

賀

不

二

男

谷

岡

弘

規

宇

田

郁

馬

坂

上

道

之

助

屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
2
位

18場

10 



プ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
八
年
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記

録
し
、
世
界
各
地
で
一―

1
0
0
0万
の
観
客
を
動
は
し
、

日
本
で
も
公
油
回
数
五

0
0回
を
超
え
よ
う
と
し
て

い
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
屋
根
の
上
の

5
」
に
つ
い
て

い
ま
さ
ら
解
説
な
ど
無
江
味
と
思
う
が
、
観
客
各
位

の
鑑
打
の
手
引
き
の
一
助
に
も
と
、
こ
の
作
品
の
沿

革
の
よ
う
な
も
の
を
、
ざ
っ
と
占
い
て
み
る
。

H

原
作
、
脚
本
の
こ
と

尿
作
名
ジ

ョ
ラ
ム

・
ア
＞

イ

ハ
ム
（
喰
名
。
「
あ

な
た
に
平
和
を
」
と
い
う
荘
味
だ
と
い
う
）
ぱ
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
打
し
い
村
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て

生
よ
れ
た
。
相
国
な
き
沈
浪
の
民
の
一

U
と
し
て
、

コ
＇
＂
ッ
バ
や
ア
メ
リ
カ
の
各
地
を
放
浪
し
、
そ
の

間
に
イ
デ
ィ
ツ
ジ
ェ
の
チ
ェ
＊
フ
と
呼
ば
れ
た
独
特

の
作
風
で
い
く
つ
か
の
短
篇
、
戯
曲
な
ど
苫
い
た
。

「
屋
根
の
上
の

i
」
の
原
作
と
な
っ
た

「
牛
乳
段
テ

ヴ
ィ
エ
」
「
テ
ヴ
ィ
エ
の
娘
た
ち
」
は
そ
の
中
の
一

部。

「
溌
根
の
上
の

i
」
の
装
叩
iLL
家
で
あ
る
ポ
リ
ス

．
／
ロ
ン
ソ
ン
も
、
ア

n
ン
ソ
ン
が
こ
の
作
品
の
装

骰
の
上
で
多
大
の
彩
愕
を
う
け
た
現
代

ユ
ダ
ヤ
の
最

甜
画
家
ジ
ャ
ガ

ー
ル
も
、
油

Ill
．
捩
付
者
の
ジ
ェ
ロ

ー
ム

・
ロ
ビ
ン
ス
も
、
お
な
じ
よ
う
に
束
欧
か
ら
の

亡
命
ユ
ダ
ヤ
人
仲
間
で
あ
る
。

脚
本
の
ジ
ョ
セ
フ

・
ス
ク

イ

ン
は
、
現
在
の
よ
う

な
形
の

「
屈
根
の
上
の

i
」
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
、

「
ナ
ヴ
ィ
エ
」
あ
る
い
は
「
テ
ヴ
ィ
エ
と
村
人
達
」

と
い
う
よ
う
な
題
名
で
、
い
く
つ
か
の
未
定
稿
を
占

い
た
。

H
本
と
ち
が

っ
て
、
プ
C

ー
ド

ツ
ェ
イ
の
劇

作
家
は
多
く
の
場
合
、
作
仙
家
や
振
付

．
油

Ill者
と

の
協
同
作
染
の
中
で
決
定
稿
を
完
成
さ
せ
て
行
く
。

プ

ロ
ロ
ー
グ
の
輪
に
な

っ
て
踊
る
島
面
や
、

「
も
し

も
金
持
ち
な
ら
」
と
テ
ヴ
ィ
エ
が
歌
う
楊
而
は
、

こ

の
作
品
の
製
作
が
決
定
さ
れ
た
一
九
六
二
年
以
降
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
プ

n
グ
↓
ム
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
ロ
ピ
ン

ス
の
短
い
コ
メ
ン
ト
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
様
式

は
ユ
ダ
ヤ
の
民
族
的
巳
彩
が
色

g
<、
内
容
的
に
は

世
代
の
変
滋
と
社
会
的
沢
別
と
い
う
、
人
間
に
と
っ

て
抒
漏
的
な

テ
ー
マ
に
貫
か
れ
て
い

る
。
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
が
枇
界
的
反
界
を
呼
ん
だ
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
。

□

あ

ら

す

じ

口

か

い

せ

つ

口

オ
リ
ジ
ナ
ル
・

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
こ
と

＿

こ
の
作
品
は
、
「
カ
ム
バ

―-
'
」
「
キ
ャ
パ
レ
ー

」

「フ

T
1

リ
ィ
ズ
」
「
リ
ト
ル

・
ナ
ー
ト

・
ミ

ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
等
数
々
の
名
作
を
放
っ
た
ハ
＂
ル
ド

・
プ

リ
ン
ス
製
作
の
下
で
公
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
作
品
の

芸
術
的
中
心
に
な
っ
て
閲
作
、
公
油
を
推
進
し
た
の

は
、
や
は
り
ジ
ェ

3

ー
ム

．
＂
ピ
ン
人
で
あ
っ
た
と

息
わ
れ
る
。

「
吊
根
の
上
の

i
」
と
い
う
題
名
は
、

シ
ャ
ガ
ー

ル
の

M
名
の
絵
の
迎
か
ら
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た
の
だ

が
、
在
ニ
ュ
ー

J

I
ク
の
評
論
京
大
が
和
登
氏
に
よ

れ
ば
、

こ
れ
は
ネ
＂
の
大
内
殺
が
行
わ
れ
た
時
、
そ

れ
を
尻
日
に
ひ
と
り
柑
根
の
上
で

ヴ
ァ
イ

t
リ
ン
を

弾
<
g
J
が
い
た
と
い
う
故
巾
に
も
と
づ
く
と
い
り
、

赤
い
燕
兄
服
を
れ
て
、
頗
を
能
面
の
よ
う
に
白
く
が

っ
た
劇
中
の
フ
ィ
ド
ク
ー

f

ヴ
ァ
イ
ャ
リ

ン
弾
き
）

は
、
い
っ
て
み
れ
ば
＂

シ
／
の
寒
村
ア

r
ア
フ
カ
で

社
会
的
差
別
（
打
火
以
来
、
淡
別
の
な
い
社
会
を
小
．

き
た
人
間
は
い
な
い
）
の
中
に
生
さ
る
庶
民
の
魂
の

火
現
で
あ
り
ア
ヴ
ィ
エ

n身
の
内
面
の
比
州
的
火
現

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
こ
の
作
品
は
、

W,111

の
グ
・
フ
マ
ラ
人
な
、
い
わ
ゆ
る
プ
＂
ー
ド
ツ

ェ
イ

・

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
中
で
珍
し
く
、

ttし
い
庶
民
の

U

常
的
な
化
活
感
情
を
通
し
て
社
＾
ム
の
共
火
を
描
さ
観

，
 

客
の
胸
を
博

っ
た
の
で
あ
る
。
ト
フ
ィ

・
ア
ウ
ト
は

新
皿
ス
ト
の
最
中
の
．
ア
ト
＂
イ
ト
で
行
わ
れ
、
成
功

と
は

リ`
え
な
か
っ
た
が
、
／
＂
ー
ド
ウ

ェ
イ
に
引
越

す
と
た
ち
ま
ち
ヒ
’
卜
し
て
か
ず
か
ず
の
代
を
受
共

し
た
。
初
油
の

E`
油
は
邸
名
な
エ

ン
ク
ー

・r'
ナ
ー

の
ゼ

"
・
モ
ス
ノ
ル
で
、
や
が
て
そ
れ
は
卜
ぷ
ル
に

ひ
さ
つ
が
れ
る
。
卜
ぶ
ル
は
屯
．

I
U
の
H
本
公
浪

に
も
順
を
み
せ
、
森
繁
久
爾
氏
と
灯
台
の
ヒ
で
固
い

肘
手
を
か
わ
し
た
。

抜
四
と
油

Ill
の
ミ
ザ

ン
ツ
ー
メ
ば
、
す
ぺ
て
円

（
サ
ー
ク
ル
）
が
枯
本
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
そ

れ
は
、

ア
ナ
テ
フ
カ
の
北
村
に
仕
む
人
A

の
コ
ム
・
‘‘

ュ
ー
ー
テ

，
ー
人
間
の
基
本
的
連
帯
感
の
汝
役
的
火

現
で
あ
り
｀
＂

ピ
ン
ス
の
油
IIJ
ほ
図
が
ど
こ
に
あ
る

か
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

国

日
本
罷
版
の
上
演
の
こ
と

翻
汎
劇
を

Kriiす
る
均
介
、
陥
り
や
す
い
鈷
北
の

ひ
と
つ
は
、
馴
ぷ
さ
れ
た
合
村
（
せ
り
ふ
）
は
11
本

訴
で
あ
る
と
い
う
錯
此
で
あ
る
。
厳
密
な
c
い
味
で
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
れ
は

H
本
語
で
は
な
い

。
11
木
閥
で
内
か
れ
た
外

ツ
ァ
イ
ア
ル
は

．r
ヴ
ィ
エ
の
肉
屋
と
の
話
は
な
し
に

＿

し
て
モ
ー

テ
ル
と
一
糾
に
さ
せ
て
く
れ
と
泣
い
て

fli

む
。

ア
ナ
テ
フ
カ
ー
ロ
ジ
ア
の
、
忘
れ
ら
れ
た
よ
う

『
何
た
る
こ
と
だ
／
．
し
き
た
り
を
破
ろ
う
と
い

な

一
寒
村
に
、
一
九

0
五
年
、
帝
政
の
頃
、
ユ
ダ
ヤ
う
の
か
」
と
l

時
は
怒
っ
た
テ
ツ
ィ
エ
だ
が
、
愛
す

人
が
平
和
に
経
ら
し
て
い
た
。

る
娘
の
ト
＞
せ
を
思
い
、

モ
ー
テ
ル
と
の
粕
婚
を
認
め

貨
し
い
け
れ
ど
楽
天
家
の
テ
ヴ
ィ
エ
、

二
ト

五

年

て

や

る

。
先
に
き
め
て
し
衣
っ
た
肉
屈
の
ラ
ザ
ー
ル

つ
れ
そ
っ
て
い
る
森
の
ゴ

ー
ル
デ
と
五
人
の
娘
た
ち
、
の
話
を
ご
破
在
に
す
る
の
に
人
騒
動
を
や
ら
か
す
が
、

お
し
ゃ
ぺ
り
で
お
せ
っ
か
い
で
結
婚
仲
介
が
生
き
が
な
ん
と
か
成
功
す
る
。

い
の
イ
エ
ン
テ
、
気
が
弱
い
が
意
志
が
強
く
、
仕
立
だ
が
そ
の
頃
か
ら
U

シ
ア
人
の
辿
内
が
段
々
ひ
ど

歴
な
の
に
箕
乏
で

ミ
ジ
ン
も
買
え
な
い
モ
ー
テ
ル
、
く
な
っ
て
く
る
0

ツ
ァ
イ
テ
ル
と
モ
ー
・
ア
ル
の
鮎
妬

金
持
ち
で
野
、
心
家
の
肉
展
の
ラ
ザ
ー
ル
、
山
帝
様
が
式
の
夜
を
境
に
、
ア
ナ

r
フ
カ
か
ら
立
ち
退
け
と
い

い
つ
ま
で
も
ア
ナ
テ
フ
カ
を
忘
れ
て
い
て
く
れ
ま
す
ぅ
い
や
が
ら
せ
は
、
ロ
シ
ア
人
た
ち
の
暴
力
行
使
に

ま
で
エ
ス
カ
＞
ー
ト
し
て
く
る
。

、、

よ
う
に
祈
っ
て
い
る
少
し
悦
惚
の
司
祭
様
：
…
。
み

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

ん
な
西
良
な
、
た
だ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
平
楼
無
事

テ
ヴ
ィ
上
の
娘
た
ち
に
も
変
化
が
起
き
て
く
る
。

に
荘
ら
し
て
い
た
。
な
ぜ
彼
ら
は
こ
の
ア
ナ
テ
フ
カ
次
女
の
小
ー
デ
ル
は
、
ふ
命
家
の
学
生
パ
ー
チ
ッ

村
か
ら
出
て
い
こ
う
と
し
た
い
の
か
？
平
和
に
杜
ク
の
後
を
追
い
、
流
刑
地
シ
ベ
リ
ア
ヘ
…

・:
0

ら
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
決
し
て
楽
な
こ
と
じ
＝
女
の
ヴ
ャ
ツ
ァ
は
ロ
ン
ア
人
の
フ
9

ー
ド
カ
と

8

な
い
。

恋
を
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ァ
ヴ
ィ
エ
に
は
ど
う
し

今

H
も
テ
ヴ
ィ
エ
は
荷
馬
求
を
引
き
な
が
ら
神
様
て
も
許
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

と
お
話
す
る
。

（
こ
れ
が
彼
の
癖
で
も
あ
り
楽
し
み

『
神
様
、
認
め
ま
す
か
、
二
人
を
？
侶
ず
る

こ

で

も

あ

る

）

と

の

す

ぺ

て

を

令

定

し

て

も

い

い

の

で

し

ょ

う

か
？

一

『
そ
う
、
こ
の
ア
ナ
テ
フ
カ
村
で
は
、
わ
し
ら
は
し
か
し

一
方、

n分
の

f
を
こ
ば
む
こ
と
が
で
き
ま

―

み
ん
な
、
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
み
た
い
し
ょ
う
か
？
だ
が
、
ど
う
し
て
わ
た
し
の
侶
仰、

な
も
ん
だ
。
酋
の
件
を
折
ら
な
い
よ
う
に
、
愉
快
で
わ
た
し
の
民
族
に
そ
む
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
？
』一

素
朴
な
巡
へ
を
か
き
叱
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ

チ

ャ

ヴ
ァ

は
か
け
落
ち
し
た
。
テ
ヅ
ィ
エ
は
、

チ

は
そ
ん
な
に
き
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

一

ャ
ヅ
ァ
ば
死
ん
だ
の
だ
と
自
分
に
ば
い
き
か
せ
る
の

じ
ゃ
、
な
ぜ
、
そ
ん
な
危
険
を
お
か
し
て
そ
こ
に
だ
っ
た
。

い
る
か
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？
わ
し
ら
が
が

ん
張
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ア
ナ
ー
ア
フ
カ
が
生
ま
れ
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
ロ
ジ
ア
の
巡
査
部
貶
か
ら

故
郷
だ
か
ら
で
す
よ
。
ど
う
や
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
す
ぺ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
一
一一
日
以
内
に
ア
ナ
テ
フ
カ
か

っ
て
い
る
か
っ
て
？
そ
れ
は
、
ま
あ
一
口
で
い
え
ら
立
ち
の
け
と
命
令
さ
れ
る
。

Itけ
ば
軍
隊
が
乗
り

ば
1

伝
統
、
し
き
た
り
っ
て
や
つ
で
す
よ
』

込
む
と
い
う
の
だ
。

テ
ヴ
ィ
エ
の
い
う
通
り
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
が
、

テ
ヴ
ィ
エ
も
ゴ
ー
ル
デ
も
、
イ
エ
ン
テ
も
ラ
ザ
ー

人
々
の
生
活
の
甚
盤
だ
っ
た
。
父

親

は

父

親

の

役

目

ル

も

、

す

ぺ
て
の
村
人
が
、
故
郷
ア
ナ
テ
フ
カ
を
ど

を
果
た
し
、
母
親
は
母
親
の
、
娘
は
娘
の
、
息
子
は
ん
な
に
愛
し
て
い
た
か
：
．．．． 
ど
れ
だ
け
印
5

い
出
が
残

息
子
の
役

H
を

果

た

す

。

さ

れ

る

の

か

1

我
々
の
生
命
だ
っ
た
ア
ナ
テ
フ
カ

娘

の

結

婚

は

仲

介

役

の

イ

エ

ン

テ

お

ば

さ

ん

が

一

ー

手
に
引
き
受
け
、
母
親
た
ち
も
イ
エ
ン
テ
に
ま
か
せ
断
脳
の
想
い
で
、
人
々
は
家
を
あ
と
に
、
持
て
る

る

1

こ
れ
が
し
き
た
り
だ
。

限
り
の
伯
物
を
持
っ
て
村
か
ら
去
っ
て
行
く
。

あ
る
日
、
テ
ヴ
ィ
エ
の
長
女
ツ
ァ
イ
テ
ル
に
イ
エ
ち
り
ら
り
に
、
散
っ
て
行
く
。

ン
テ
お
ば
さ
ん
が
結
婚
話
を
持
っ
て
来
た
。
相
手
は

9

ヴ
ィ
エ
一
家
の
仲
卓
の
後
か
ら
、
屋
根
の
上
に

金
持
ち
の
肉
昼
ラ
ザ
ー
ル
だ
と
い
う
。
テ
ヴ
ィ
エ
も
い
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
が
、
ト
ボ
ト
ボ
と
つ
い
て

ゴ
ー
ル
デ
も
大
賛
成
で
話
を
き
め
て
し
ま
う
。
だ
が
ゆ
く
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
索
朴
な
調
ぺ
に
、
ひ
と
び

ツ
ァ
イ
テ
ル
は
仕
立
屋
の
モ
ー
テ
ル
と
相
思
相
愛
。

一

と
の
離
散
の
む
し
み
を
の
せ
て

13 2
 

、、

1

国
品
な
の
で
あ
る
。
し
か

し、

ポ

ー
ラ
ン
ド

の
さ
る

名
女
悦
が
パ
リ
の
サ
ロ
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
詞
を

削
訣
し
｀
そ
れ
を
き
い
て
忍
動
し
た
客
の
一
人
が
あ

れ
は
何
と
い
う
詩
で
す
か
と
き
く
と
、
彼
女
は
私
は

ホ
ー
ワ
ン
ド
聞

の
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ

ト
を
朗
読
し
ま
し

た
、
と
答
え
た
と
い
う
油
劇
史
上
打
名
な
エ
ピ
ソ

ー

ド
を
み
て
し
分
る
辿
り
、
お
ろ
か
に
語
ら
れ
た
母
国

語
よ
り
、

J
策
の
厳
密
な
立
味
で
劇
的
に
語
ら
れ
た

他

111屈
の
方
が
は
る
か

に
分
り
い
い
と
い
う
こ
と
も

ま
た
、
逆
説
的
真
火
で
あ
る
。

だ
か
ら

「
吊
根
の
上
の

5
」
の
口
本
人
俳
悦
達
は
、

翻
ぶ
の
字
句
を
い

じ
く
り
ま
わ
し
た
り
、
ロ
ピ
ン
ス

の
溝
兜
し
た
ミ
ザ
ン
ジ
ー
ヌ
を
恣
荘
的
に
変
更
し
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り
は
し
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ

と
が
問
題
で
は
な
か

っ
た
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お
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が

国

一

語
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11
本
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"iか
れ
た
日
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語
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観
客
の

旧
を
博
つ
よ
う
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役
に
沈
冷
し
た
。
そ
れ
が
翻
訳
劇

―

を

t
油
す
る
蚊
も
ォ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
方
法
で
あ
り
、

翻
沢
劇
の

Ic油
が
創
辿
的
成
果
に

つ
な
が
る
唯
一
の

ル
怯
で
あ
る
こ
と
を
、
長
い
公
梱
期
間
を
通
じ
て
体

得
し
た
の
で
あ
る
。

全
日
の
各
地
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
形
の
観
客
に
う
け

い
れ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
翻
決
劇
臭
を
の
こ
し
て
い
な

い
こ
と
こ
そ
、
「
吊
根
の
上
の

i
」
の
R
本
語
版
の

最
人
の
成
果
と
い
え
よ
り
。

▽

△

 

な
お
、
こ
の
作
品
の
反
期
上
油
を
推
進
し
た
原
動

一

力
と
し
て
、
主
演
の
森
繁
久
濶
氏
の
然
慈
と
籾
辿
は

、

と
ん
な
に
力
説
し
て
も
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

は
な

一

い
。
ぷ

"
・
モ
ス
テ
JV
の
例
を
み
て
も
分
る
通
り
、

こ
の
作
品
の
七
役
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
エ
ン
ク

1

9

ィ
ナ
ー
の
素
代
の

あ
る
俳
條
が
え
ら
ば
れ
る
の

だ
が
、
し
か
し
、
こ
の
作
品
を
成
功
さ
せ
る
の
は
そ

の
ぶ
竹
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
か
な
ぐ
り
拾
て

一

た
、
ゆ
た
か
な
文
学
的
感
受
性
に
炭
づ

け
さ
れ
た
真

の
仇
悦
的
毀
代
で
あ
る
こ
と
を
氏
は

こ
の
公
油
で
確

実
に
火
証
し
た
の
で
あ
る
。
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第

三

場

鉄

道

の

駅
の
そ
と
f

朝

＞

次

久

ホ

ー

ア

ル

安

依

棺

フ

ヴ

ィ

上

保

繁

久
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第
八
場

テ
ヴ
ィ
エ
の
家

の
そ
と

札

れ

が

モ

テ

ー

IV

詔

松

千

代

志

艮

女

ツ

r
イ

テ

ル

音

無

芙

紀

＋

四

女

ン

ュ

プ

リ

ン

ツ

ェ

和

泉

ち

ぬ

五

女

ビ

ル

ケ

林

純

子

ー

ツ

ィ
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森
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久

醗

ゴ
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デ

掟
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テ
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Kl
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Ml
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・
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9
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じ

9
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小原孝士 間窪男

＊中B劇場入口“のれん茶屋”ごあんない＊
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「
吊
根
の

L
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
」
は
、
＂

シ

ア
系
の

ユ
ダ
ヤ
人
作
家

シ

＂＂ム

・
ア
レ
イ
ケ
，
ふ

i

連
の
小
説

「
乳
＂
冗
り
の

テ
ゥ
9
1
」
「
テ
ヴ

f
r

の
娘
た
ち
L
↑

f
を
原
作
に
し
た
も
の
で
あ
る

，
シ

，

＂ム

・
ア
レ
イ
ケ
ム

（シ

，
レ
ム

・
ア
レ
イ

ヘ
ム

ち

る
い
は

シ
，
ラ
ム
・
ア
レ
イ
ハ
L
な
ど
と
も
発
行
さ

れ
て
い
る

）
は
、
．
八
に
九
年
に
ウ
ク

一7
イ
ー
に
り

ま
れ
，

．
八
八
，
＇
年
か
ら
作
家
活
勅
に
は
い

っ
た
＂

．
几

0
H
勺
‘
i
)
の
作
品
で
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る

t

う
な
ボ
グ

ラ
L

（
ユ
ダ
ヤ
人
迅
t
"
）
に
あ
し
、
火
版

と
共
に
＂

ジ
ア
を
よ
り
、

ス
イ
ス
を
へ
て

ア
メ
リ
h

に
渡
り
、
一
九

一
六
年
に
コ

ベ
ン

ハ
ー
ゲ

／
で
死
ん

te
"
本
名
ば

シ
4
"
ム

・
ノ
フ

t
ー
ヴ
＇
チ
・

r‘

r

ノ
ー
ヴ
ィ
チ
と
い
い
｀
＇

ヅ

＇
上
の
よ
う
な
銭
し
い

庶
民
の
小
括
を

ユ
ー
七

9
と
リ
リ

ン
ズ
ム
を
も
っ

て

描
い
た
小
説
が
多
く
、

ゴ

ー
リ
キ
イ
も
こ
れ
な
内

愁
に
み
ら
た
心
を
う
つ

」
作
品
と
し
て
評
価
し
て
い

る
cこ

う
い
う
作
品
が
叫
作
で
あ
る
か
ら
に
は
、

＇
凩

根
の
上

1

，
ば
‘

.``
，

ー
ジ
カ
ル
と
し
て
は
戊
色

作
で
あ
令
こ
れ
ま
で
に
も
、

7
ォ
ク

ラ
ホ
，
＇

i

の
よ
う
に
、
悶
民
の
小
活
を
あ
つ
か
っ
た

．．
 
、
9
_
ジ

カ
ル
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が

、

オ
ク

ラ
＊
7
9
,
9

で
は
物
語
の
展
開
ゃ
衣
裳
、
技
骰
守
に

ミ

已
ー

，ン

h

ル
的
な
は
な
や
か
な
よ
そ
お
い
が
,
,
ら
さ
れ

て
い
た

し
か
し
，
裕
根
の
ト
ー
ー
_
’
で
は
、
男
は
み
ん
な
じ

ゲ
を
は
や
し
、
女
た
ち
は

111木
な
牒
民
の
服

k
を
ー

て
い
る
c

ど
の
点
か
ら
見
て
も
、

：
上

ー
シ
h
ル
的

な
け
な
や
か
さ
は
な
い

。
し
か
も

ス
ト
ー
リ
ー
は
市

政
時
代
の
＂

シ
ア
に
お
け
る

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
辿
古
か

，
 

口
冒`7[
三
[/

マ
ー
ク
、
オ

ラ
ン

ダ
、
ノ
ー
ル
ウ

ェ
イ、

フ
（
ン
グ

ン
ド
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン

、
西
ド
イ
ツ
、
東
ド
イ

ツ
、

ポ

ー
ラ

ン
ド
、
ナ

ェ
コ
ス

＂
パ
キ
ア
、

ア
ィ

A
J
ン

ド
、
ト
ル
ユ
、
イ
ス

ラ
エ
ル

、
イ
ー
ス
ト

ワ
リ
ア
‘

ニ
4
ー
ジ

ー
ノ

ン
ド
、
南

ア
ソ
リ
カ
、
州
米
訊
囚
、

＂
＂
木
な
ど
で
あ
る

。

ォ
ー

ス
ト
リ

ア
で
は
、
ペ
ー
ト
ー

ペ
ン

の
十

ペ
ワ

「フ

（
デ
リ
オ
」
が
初
油
さ
れ
た

111莉
あ
る

テ
ア

が

ー
・
ア
ン
・
デ

ア

・
ウ
（
ー
ン
で
+
浜
さ
れ
、
音
交

に
は
う
る
さ
い
ウ
（
ー
ン
了
か
ら
熱
狂
的
叫
釆
を
あ

び
た
。
東
ド
イ
ツ
は
、
オ
ペ
ブ

の
油
出
家
と
し
て
批

界
的
に
打
名
な
リ
ル
ク
ー

・
フ
ェ
ル
ゼ

ン
ン

4
9
イ

ン
が
、
そ
の
本
拠
で
あ
る
コ

・・`

ッ
シ
ェ

・
ー
ベ
ワ
劇

場
で

Je油
し
た
。
八

11
月
の
栴
占
を
か
さ
ね
て
初

II

を
あ
け
た
と

こ
ろ
、
拍

F
と
カ
ー

テ
ン
コ

ー
ル
が

．．
 

十
分
以
上
紐
い
た
と
い
う
。

-
JL
パ
じ
年
の
＂
本
初
油
に
つ
い
て
は
、

二
4
ー

ョ
ー
ク

・
グ
イ
ム
ズ
紙
は
、
「
そ
の

ユ
ー

t
ア
は
的

確
に
理
解
さ
れ
、
し
か
る
ぺ
き
と
こ
ろ
に
く
ん
と
大

き
な
帝
国
劇
場
は
笑
い
の
う
ず
に
包
ま
れ
た
」
と
つ

た
え
た
。
も
っ
と
も
、

一
カ
析
だ
け
、

ア
メ
リ

カ
で

は
ド
ッ
と
笑
い
が
き
て
、

11
本
で
は
反
応
の
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
砧
近
く
で
、
ピ
ル
ヶ
と

ツ

ュ
プ
リ
ン
ツ
ェ
が

「
汽
巾
に
も
兎
ァ
~
し
船
に
も
項
る

よ
：
・
・
:
」

と
は
し

ゃ
ざ
さ
わ
る
と
、

ゴ
ー
ル

-r
が

「
お
や
め
、
行
儀
よ
く
し
な
さ
い
／
．

こ
こ
は
ま
だ

ア
メ
リ
カ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
／
」
と
叱
る
均
面
が
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
の
（
供
の
野
放
図
さ
に
対
す
る
皮
肉

が
逆
に
受
け
る
わ
け
で
、

n人
で
そ
れ
が
伝
わ
ら
な

い
の
は
し
か
た
が
な
い
。
た
だ
、
か
り
に

テ
ヴ
'
r-

一
家
が
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
、

n本
に
'
L
命
す
る
と

し
て
、

「
こ
こ
は
ま
だ

11
本
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
」
と

い
う
せ
り
ふ
が
出
た
と
き
、
そ
れ
を
笑
い
で
受
け
と

め
る
セ
ン
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
。

ジ
コ
ロ
ム

・
ア
レ
イ

ケ
ム

は

ユ
ダ
ャ
文
学
の
マ
ー

ク

・
ト
ウ
エ
イ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ジ

，
セ

フ

・

ス
ク
イ
ン
は
こ
の
ア
レ
イ
ケ
ム
の
作
品
の
な
か
の
ユ

ー
モ
ア
と

ペ
イ
ソ
ス

、
人
物
と
村
屈
を
も
と
に
し
て

新
し
い

ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
台
人
を
＂
り
い
た

。
た
と
え
ば

掠
作
の

テ
ヅ

＇
工
は
、
お
と
な
し
い
、

受
け
打
な
y
J

で
あ
る
。
受
け
身
な
人
物
は
、

F
ラ

マ
の
、ビ
人
公
に

は
む
か
な
い

。
そ
こ
で
ス

ク
イ

ソ
は
テ
ヴ

ィ
エ
を、

ウ
イ

ッ
ト
が
あ
り
、
行
動
性
も
あ
る
、
應
民
と
し
て

題
材
に
し
た
昭
い
も
の

で
あ
る
ー
[
9
,
J
ー
ク

は、

よ
く
ぃIL
談
に
ジ
ュ

9

r
_
”
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
．

L

ダ
ヤ
人
の
多
い

と
こ

ろ
で
あ
る

し
か
し

r
メ
リ

11

で
牛
ま
れ
て
ア

メ
リ
ル
に
付

っ
た

ユ
ダ
ヤ
人
た
ら
の

多
く
に
と
っ
て

は
、
半
枇
紀
以
卜
も
前
に
白
介
た
ち

の
父
祖
が
も

っ
て

い
た
風
俗
や
門
潤
や
宋
教
糾
や
物

の
行
．ぇ
か
た
は
、
も
は
や
北
近
な
も
の

で
は
あ
り
・
ス

な
いそ
う
い
う
い
ろ
い

ろ
な
条
件
を

g
虚
し
て
、
'
,
‘

リ
ル
の
沼
界
必
，
ヴ
ァ
り

ィ

r
f
,
＇
は`

，
喰
恨

の

t
|＇
の
↓ー

＇
ー
，
＇

ク
切
飢
に
先
ヤ
．
つ
池
Jj

公
油
の
お
り
に
、

'-lの
作
品
は
人
ヒ

，
卜
に
は
た

り
え
な
い

。
ぅ

i
く
い
っ
て
中
程
度
の
成
功
て
あ
る
，

と
f

測
，
、
た
と
―

J
ろ
が
．
九
，
ハ
四
年
几
ー
~
上

．

11
に
／

＂
’
ー

ウ

＇
ィ
の
イ

ン
ペ

リ
r
ル
削
楊
で
ふ

た
な
あ
け
ろ

と
、

f
想
に
以
し
て
、
匹
↓
川
の

に
，

ト

に
な
り
、
八
外
皿
，．
＇
，
四
：
皿
の
＂

ン
グ

・
ワ
ン

を

北
録
し
に

,hi根
の

Ii
の
ウ
r
(
4
リ

ン
弾
さ
し
ば、

w_妖

の
こ
と
な
か
ら
、
数
多
く

の
収
な
う
げ
た
＂
作
品
レ

し
て
は
、
，
几
パ
四
ー
六
h
り
度
の

一
4
,
J
_
ク

劇
評
火
牧
と

卜
＇
牝
の
最
悦
朽

•
9
,
9

,

，
9
h

ル
に

え
ら
ば
れ
、
ま
た
卜

：
ー
収
の

：
＇
ジ
カ

ル
部
門

で
．
r
ヴ

＇
上
な
油
じ
た
し
"
・
L
A
r
ル
が
じ
訓
代

ん
｀
れ
の
r
_

ル
．，
を
油
じ

た
/
リ
,
／

•

力

ニ
，

＂

ツ
が
女
柑
助
油
廿
ル
、

ハ
＂
ル
ー

・
r
リ

ン
A
か
叫

作
れ
廿
な
、

ジ

，
セ
ブ

・
‘
、
9
ィ
ン
が
別
本
竹
を
、

,
'
リ
9
・
ド

，
ク
が
作
仙
廿
を
、

9
ふ

ル
ト

ン
・

ハ
'

-
1
9
ク
か
作
~
廿
セ
、
ノ
9

"
＇
L
,
"
じ

ン

人
が
販
付
収
な
あ
た

え
ら
れ
た
，

4
き
る
知
恵
を
も
っ
た
魅
力
的
な
人
物
に
し
た
て
た

の
で
あ
る
。
ま
た
似
作
で
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る

辿
巾
パ
は
前
面
に
出
て

こ
な
い

。
こ
れ
を
多
数
民
族
の

少
数
民
族
に
対
す
る
敵
訟
、
必
ル
、

Yeが
別
と
し
て
と

ら
え
強
瀾
し
、
視
代
的
狂
味
を
加
え
た
の
も
、
ス
ク

イ

ン
で
あ
る
。

八
年
の
＂

ン
グ

・
ツ
ン

に
な
る
と
、
凡
役
も
当
然

途
中
で
変
る
が
、
怖
く
印
匁
に
残

っ
て
い
る
OJ
は
ゼ

"
・
t

A
，
ル
の

．r
＇ワ
ー
エ
で

あ
る
。

ェ
A
.
r
ル
は
｀

．．． 

4
ー

ジ
ル
ル
ば
か
り
で
は
な
く
、

7
ネ

人
4
の

，
W
L
や、

ペ
ケ

ッ
ト
の

「
ゴ
ド
ー
を

111
ち
な
が
ら
」
で
し
油
技
廿
を
付
て
い
る
仇
役
で
あ

る
。
彼
は

ア
ド

・
リ
プ
が
う
ま
い
役
行
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
七

ス
テ

ル

H
身
は

こ
れ
を
否
定
す
る
。
そ

し
て
、
あ
る
イ

ン
ク
ビ
ュ

ー
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う

に
諮

っ
て
い

る
。

「
私
ば
濶
＾
り
で

ア
ド

・
リ
プ
が
う
ま
い
と
よ
く
い

わ
れ
る
が
、
あ
れ
は

ア
ド

・
リ
プ
と
は
違
う
。
み
な

さ
ん
は
、
自
発
的
な

n然
な
行
動
を
ア
ド

・
リ
プ
と

ま
ち
が
え
て
い
な
さ
る
の
だ
。
す
ぐ
れ
た
ピ

ア
ニ

ス

ト
は
、

M
じ
七
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
ク
を
、
油
於
す

る
た
び
ご
と
に
、
楽
滸
の
限
朴
内
で
‘

＇̂
lni的
に
併

創
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
9
卜
＂
ノ
ー
ム

で
は
な
い
。

V
I悦
に
も
~
ル
全
なn
山
は
な
い
。

戯
小

の
せ
り
ふ
を

H
分
の
気
ま
ぐ
れ
で
変
え
る
こ
と
は
で

さ
な
い
。
し
か
し
、
紺
晩

n分
の
役
を
再
削
辿
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
栂
晩

n分
の
想
役
JJ
を
は
た
ら
か

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
紺
晩

n分
が
其
火
を
甜
っ

て
い
る
と
迅
じ
る

こ
と
が
必
吸
な
の
だ
」

こ
う
い
う
M
F
K
的
に
き
び
し
い
船
度
か
ら
＾
日
発

的
＞
＾

n然
に
＞
う
ま
れ
る
ア
ド

・
リ
プ
だ
か
ら
、

彼
の

ア
ド

・
リ
プ
は
絶
妙
な
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
工

ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。

コ
序
根
の
よ
ー
」
に
Ill油
中
、
レ
ー
ル
に
の
っ

て
き
ち
ん
と
動
い
て
く
る
は
ず
の
女
の
セ

ッ
ト
が
、

バ
9
バ
ヲ
に
な
っ
て

Jii定
の
位

llt
に
お
さ
ま
ら
な
い

こ
と
が
あ

っ
た
。
す
る
と

七
ス
テ
ル

は
JuI
陀
に
神
様

に、
M
か

っ
て
呼
び
か
け
、

F

わ
た
し
が
家
、王
に
家

11

を
払
わ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
な
に
も
お

こ
ら
し
め

に
な
る
に
は
お
よ
び
ま
す
ま
い
」
と
ぶ
っ
た
。
大
泊

几
力
が

一
付
け
ん
め
い
、
r
l
l
l
そ
う
と
す
る
が
、
ま
だ

れ
ら
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
さ
ら
に
、

「
あ
あ
神
様
、

も
し
あ
な
た
が

t
派
な
神
様
な
ら
、

ど
う
ぞ
わ
た
し

の
火
を
ち

ゃ
ん
と
れ
し
て
く
だ
さ
い／．
」
と
つ
け
加

え
た
。
そ
の
と
さ
ま
で
に
人
逍
具
ば
や
っ
と
仕
ヤ
を

お
え
て
い
た
。

（
炎
米
文
学
れ
）

倉

橋

健

「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
に
つ
い
て
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一
九
」
ハ
四
年
の
秋
も
深
い
こ
ろ
、
私
は
一
．
、
一
i

一人

の
友
人
と
と
も
に
、
プ
＂
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
イ
ン
ペ
リ

ァ
ル
劇
楊
へ
、
お
り
か
ら
評
判
に
な
り
始
め
た
、
新

作
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

『
関
根

の
上
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
と
い
う
、
詩
的
で
浙

新
な
表
題
も
魅
力
的
で
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
ぶ

ロ
・
モ
ス
テ
ル
の
、
七
油
、
ジ
ェ

E

ー
ム

．
＂
ピ
ン
'
^

の
油

111
、
振
付
と
い
う
大
什
板
が
、
私
の
期
待
の
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た

。

評
判
と
期
待
に
た
が
わ
ず
｀
舞
台
は

UII祉
の
瞬
皿

と
ら

か
ら
、
私
と
友
人
た
ち
の
心
を

一
気
に
捉
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
杵
梨
い
っ
ば
い
に
、
ジ
ャ
ガ
ー
ル
の
世

界
を
そ
っ
く
り
再
現
し
た
、
ポ
リ
ス

・
ア

n
ン
ソ
ン

の
茄
台
芙
術
。
民
諜
風
の
哀
瀾
を
楷
び
な
が
ら
、
鋭

さ
と
規
校
の
大
き
さ
を
失
わ
な
い

、
ジ
ェ
リ
ー

・
ポ

ッ
ク

の
音
楽
。
そ
し
て
、
庁
紅
の
合
叫
隊
の
振
付
か

ら
、
す
で
に
E

ビ
ン
ス
は
、
い
か
に
も
こ
の
人
ら
し

い
細
部
の
力
動
応
を
盛
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

物
語
は
、
今
世
紀
初
碩
の
＂
シ
ア
の
寒
村
を
抑
台

に
、
ひ
と
り
の

ttし
い
ユ
ダ
ヤ
只
民
の
家
庭
が
、
外

側
と
内
側
の
、
ふ
た
つ
の
力
に
よ
っ
て
崩
れ
て
行
く

い
き
さ
つ
を
描
い
た
も
の
で
す
。

五
人
の
娘
を
抱
え
た
テ
ヅ
ィ
エ
は
、
勅
勉
で

ti心

深
い
家
貶
と
し
て
｀
し
っ
か
り
名
の
友
と
と
も
に
、

そ
の
粕
髄
を
近
代
の
舞
台
に
活
か
す
た
め
に
、
熱
心

な
研
究
を
紐
け
て
い
た
の
で
す
。

せ
り
ふ
と
歌
の
橋
わ
た
し

そ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
卜
四
年
た
っ
て
、
私
は
こ

の
同
じ
芝
屈
を
、
大
阪
の
伽
I
l
l
J
7
削
場
で
兄
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
森
繁
久
俄

氏
、
+
秋
の
束
屯

ー`、ユ

ー
、
ン
カ
ル
で
、
こ
の
公
油

n体

が
、
す
で
に
十
一
年
の
附
史
を
片

っ
て

い
ま
す
。
相

wー
の
好
評
も
川
に
し
て
い
た
の
に
、
今
ま
で
見
る
磯

会
を
失
し
て
い
た
の
は

、
正
仇
い

っ
て
私
の
気
遅
れ

の
せ
い
で
し
た
。

―-
、
-―
ぷ
ウ
経
験
か
ら
、
私
は

H
本

の
ミ
ュ
ー
・
ン
カ
ル
に

、
と
い
う
よ
り
、
歌
わ
れ
る

11

本
語
の
公
品
と
い
う
も
の
に
、
長
ら
く
牛
刑
的
な
恐

怖
応
を
党
え
て
い
た
の
で
す
＂

だ
が
、
夕
“
ば
し
く
し
煎
い
た

こ
と
に
、
こ
の

11
本

晶
版

r
屋
根
の
上
の
ウ
ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
し
は
、
ほ

と
ん
と
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
と
、
私
に
什
筋

の
寒
さ
を
応
し
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
も
り
と
も
、

せ
り
ふ
か
ら
歌
に
移
行
す
る
瞬
訓
に
は
、
ま
だ

n
r

の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
歌
は
完

卜^

に
芝
屈
に
激
け
こ
ん
で
、
む
し
ろ
そ
の
沈
れ
を
述
め

て
さ
え
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
中
心
的
な
功
糾
は
、
も
ち
ろ
ん
森
繁
久
弧
氏

ぃ
ぷ

に
あ
っ
て
、
あ
の
独
特
の
他
さ
れ
た
渋
い
節
紺
し
の

改
子
が
、
せ
り
ふ
と
歌
と
を
巧
み
に
屈
渡
し
し
て
い

た
と
い
え
ま
す
。
と
き
に
微
妙
に
行
程
が
狂
い
、
と

き
に

「
枯
れ
す
す
ざ
」
の
愛
屈
が
洩
れ
て
来
て
も
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
卜
附
り
を
抑
え
て
、
歌
を
話
し
r`

り

痰
と
し
て
叫
か
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
と
問
時
に
、
や
は
り
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は

、
こ
の
卜
年
余
り
の
時
代
の
移
り
変
り

と
い
り
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
間
、
れ
い
役

K
の
歌

の
技
術
も
な
速
に
ャ
り
ま
り
、
ま
た
作
鼎
の
力
で
も
、

一
音
符
に
二
t
u
節
以
上
の

11
本
語
を
載
せ
る
刊
阻
か
、

完
全
な
定

t"を
見
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
フ
ル
ー
ク

ソ
ン
グ
や
、
テ
レ
ピ

の
C
M
ソ
ン
ク

と
な

っ
て
、
J
f
f

衆
に
も
な
じ
ま
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
、

IIi祁
に
乗

っ

た
＾
ぢ
叩
と
い
う
も
の
が
、
巾
民
権
を
獲
柑
し
て
い
た

ら
し
い
の

で
す
。

陽

は

昇

り
、

陽

は

沈

む

当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
森
繁
久
燐
氏
の

ア
ヴ
ィ
エ

は
、
か
な
り
大
胆
に
、

11
本
化
さ
れ
た
父
親
作
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
民
族
の

fr.
＂
行
、
と
い
っ
た

t
徴

~ 山崎正和
も
う
ひ
と
つ
の

H
本
人
と
ユ

ダ
ヤ
人

伝
統
的
な
牛
朽
刊
飢
を
懸
命
に
守
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
c

だ
が
｀
こ
こ
し
す
で
に
時
代
の
波
は
押
し
火
せ

て
い
て
、
蚊
愛
の
娘
た
ら
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に

n山
な

鮎
衛
に
よ
っ
て
料
の
も
と
を

11
っ
て
行
さ
ま
す
。
心

“
し
い
父
親
は
、
そ
の
た
び
に
飢
と
し
き
た
り
の
板

ば
さ
み
に
な
り
、
泣
さ
笑
い
の
秘
藤
の
の
ち
に
、
鮎

屈
は
、
現
火
の
変
化
を
受
け
人
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

つ
い
に
一
f

人
の
娘
が
立
ち
去
っ
た
と
さ
、
今
度
は

n1

帝
の
突
然
の
命
令
が
く
だ

っ
て
、

一
家
は
村
人

一
H

と
と
も
に

、
住
み
な
れ
た

t
地
を
迅
放
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
財
沼
几
い
っ

さ
い
を
巾
に
載
せ
、

5

叫
い
ア
メ
リ
h

へ
恢

t
つ
．
家
の
姿
か
、
広
い
郎
の

諜
台
を
大
合
く
、
ゆ
っ
く
り
氾
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
、

終
仇
翌
＂
染
が
た
か
ま
り
ま
す

。

-
z

れ
は
い
わ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
＞
人
の
ル
ー

ツ
を
描
い
た
9
4
屈
で
す
か
ら
、
も
ら
ろ
ん
、
そ
の
風

伯
の
描
サ
は
丹
念
を
さ
わ
め
て
い
ま
す
＂
食
前
の
お

9
じ
k

祈
り
や
、
帖
術
の
儀
式
、
歌
や
踊
り
か
ら
お
呪
い
の

l
ぐ
さ
ま
で
、
小
括
の
匂
い
と
手
触
り
が
じ
兄
明
に
併

現
さ
れ
ま
す
。
私
の
隣
に
癌
っ
た
ユ

ダ
ヤ
糸
の
女
（

学
生
な
ど
は
｀
息
わ
ず
私
の
腕
を
閥
ん
で
、

「
こ
れ

が
私
た
ち
の
生
活
な
の
よ
し
と
｀
息
を
は
ず
ま
せ
て

咄
い
た
ほ
と
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ー
一
の
ぃ
Y
い
の
最
人
の
成
功
は
、
そ
れ

が
た
ん
な
る
吐
火
的
な
描
リ
を
越
え
て
、
ほ
と
ん
と

北
劇
的
と
も
い
う
ぺ
さ
、
．
種
の
格
の
人
さ
さ
を
生

み
出
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ビ`
人
公
か
初
と
の
点
民
だ
と
い
う
の
も
、

ミ
，
I

ジ
カ
ル
と
し
て
珍
し
い
し
、
結
仙
が
北
ゆ
な
流
浪
に

終
る
と
い
う
の
も
、
5

]

の
種
の
企
両
で
は
前
例
の
な

い
11険
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
み
こ
と
に
救

っ

て
い
た
の
が
、
、
シ
ェ
"
_
ム

．
＂
ビ、
9

人
の
父
徴
的

な
油

111
で
あ
り
、
そ
れ
に
限
っ
て
テ
ウ
，

ェ
を
油
じ

る
、
ゼ
"
・
七
ス
，
r
ル
の
Je
ャ
の
嵐
格
で
し
た
。

r

人
の
お
か
げ
で
、
時
代
遅
れ
の
父
親
は
、

一
家
の
紛

り
晶
さ
統
沿
れ
と
な
り、

t
地
を
失
っ
た
応
民
は
、

あ
た
か
も
、
占
代
1

グ
ャ
民
族
の
イ
，d
行
の
風
祝
を

お
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
印
匁
探
か
っ
た
の
は
、
紋
終
仇
の
裸

ひ

諜
台
の
油
出
で
、
れ
を
挽
い
て
、
大
ざ
く
綸
を
描
い

て
歩
く
テ
ヴ
ィ
h

の
姿
は
、
．
瞬
、
ふ
た
周
り
も

Ir

か
""M
く
見
え
た
も
の
で
す
。
私
に
は
、
そ
れ
は
役
れ

た
能
の
舞
台
か
、
歌
鉗
伎
の
逍
打
の
山
面
に
凡
え
た

の
で
す
が
、

こ
れ
は
の
ち
に
な

っ
て
、
た
ん
な
る
鉛

此
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
wー
的
、

ジ
ェ

E

1

人
．
＂
ピ
ン
ス
は
能
楽
に
深
い
感
銘
を
受
け
、

的
な
イ
メ
ー

ジ
ば
弱
め
ら
れ
、
そ
の
分
だ
け
、
人
枡

の
機
微
の
廿
実
的
な

K
現
に
頂
点
が

111
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
0

難
を
い
え
ば
、
と
く
に
後
ヤ
、
感
納
の

表
白
に
力
が
は
い
り
す
ざ
、
そ
の
帖
果
、

『r
ン
ボ

が

落
ち
て
、
や
や
い
JL
貶
の
総
を
か
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
｀
反
面
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
・
ト
人
公
は

LI
本

の
広
い
観
布
に
親
し
み
深
い
も
の
と
な
り
、
ひ
い
て

は
：
｀
’
_
ジ
カ
ル
そ

の
も
の
か
、

こ
の
川
の
粁
し
い

姐
榮
に
な
り
始
め
に
と
す
れ
ば

、

—.
gれ
は
む
し
ろ
功

糾
に
数
え
る

へ
さ
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
あ
の
イ
ザ
ャ

・
ペ
ン
グ
サ
ン

氏
の
ゞ
＂
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人

』
を
砒
ん
だ
人
は
、
こ

の
ア
ウ

＇
こ

家

の
姿
に
触
れ
て
、
い
さ
さ
か
付
災

の
念
に
打
た
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
じ
っ
さ
い
、
川

界
観
に
お
い
て
、
あ
れ
ほ
ど
服
底
的
に
追
り
1
つ
の

民
族
が

、
家
族
間
の
人
枡
に
お
い
て
、

こ
れ
ほ
ど
代

似
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ま
っ
た
＜
不
息
碓
と
い

う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
く
•

外
剛
内
．
大
の
父
糾
俊
、

H
人
な
雌
姐
の
よ
う
な
趾

し
い
母
料
佐
。
了
供
の
し
つ
け
か
ら
、
大
婦
間
の
愛

柏
火
現
に
い
た
る
ま
で
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
こ
こ

に
は

t
世
紀
前
の

11
本
の
火
庭
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族

t
投
と
、
そ
の

Iil収
と
い
う

こ
と
は
、

私
た
ち
の
人
さ
な
関
心
巾
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
少
な

く
と
も
、
そ
れ
が

H
本
人
だ
け
の
間
凶
で
は
な
い
の

た
と
い
う
一
）
と
を
、
テ
ヅ
ィ
エ
ー
家
は
じ
つ
に
雄
弁

に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
仮
の
伽
IIJ
コ
マ

劇
出
は
、

広
大
な
客
応
に

till
の
余
地
も
な
く
、
郎
附
し
た
観

布
の
熱
気
で
冷
川
も
ざ
か
な
い
盛
況
で
し
た
。
文
字

辿
り
と
れ
男
女
、
あ
ら
ゆ
る
靡
某
培
の
観
客
が
、
終

蘇
の
行
楽
と
と
も
に
、
一
斉
に

F
拍
下
を
打
ち
、
や

か
て
、
＇
船
は
外
り
、
船
は
沈
む
」
の
大
合
引
に
加

わ
っ
て
行

っ
た

の
は
、
私
に
は
ひ
と
つ
の
市
件
の
よ

う
に
息
わ
れ
ま
し
た
。

出
油
れ
の
閥
で
、
新
劇
の
奴

bi及
十
氏
と
叱
塚
の

佐
か
お
る
氏
が
、
~
生
全
に
同
竹
の
油
技
を
見
せ
た
よ

り
に
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
公
油
は
観
布
の
＂

に
も
、
近
代
の
分
災
し
た
油
劇
的
趣
味
を
越
え
て
、

ひ
と
つ
の
新
し
い
楼
叱
語
を
作
り
Ill
す
の
に
成
功
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
e

（
劇
作
家
）

（週
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ン
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j
 
ヘ
9ーヽ

ャ
ス
ト
の
仕
巾
が
始
ま
っ
た
。
ィ
ス
ヲ
エ
ル
、
殊
に

テ
ル
ア
ピ
ヴ
で
は
当
時
油
隅
活
勅
が
大
変
盛
ん
で
、

多
く
の
劇
場
が
潤
は
秘
き
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
か
え

っ
て
「
屋
根
の
上
！
！
」
の
付
佼
を
選
ぷ
際
の
悴
”
"

に
な
っ
た

。
つ
ま
り
困
給
上
、
俳
悦
暉
が
役
を
よ
り

好
み
出
来
る
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
JJ
か
ら
は
i

一
人
の
他
に
、
払
骰
の
ポ
リ

ス

•

ア
ロ
ン
ソ
ン
、
作
折
の
ス
テ
イ
ン
、
そ
れ
に
舞
台

監
付
の
ル
ス

・
ミ
ッ

チ
ェ

ル
も
後
か
ら
来
て
、
現
地

ス
ク
ッ
フ
の
指
迅
に
山
ー
り
、

ミ
ッ

ナ
ェ
ル
は
台
本
の

一
部
を
手
人
れ
し
た
。
”
役
は
ゴ
ー

・T
ィ
ク
が
協
力

製
作
れ
と

f
め
一
役
に
つ
い
て
．

1
‘・
・1
人
の
保
袖
行

に
紋
っ
て
い
た
が
鮎

1
‘忍
の

テ
ヴ

，
ェ
に
は
、

「
マ
イ

・
フ

ェ

ア

ー

」
で
ド

ゥ
ー
リ
ト
ル
を
机

L

て
好
評
だ

っ
た
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
の
B
.
J
・
ツ
ー
ル

が
選
ば
れ
た
。

ス
タ

ッ
フ
は
杞
役
の
上
で
人
種
間
幽

に
ぷ
つ
か
っ
た
り
、
け
占
時
間
が
企
り
に
も
貶
す
ざ

る
と
文
旬
を
ti"
わ
れ
た
り
し
た
が
、

1
9
6

5
年
6

月
テ
ル
ア
ピ
ヅ
の
町
外
れ
、

ジ

ャ
フ
ァ
の

M
穴
の
ア

ル
ハ
ン
プ

ワ
劇
場
で
の
初
口
に
は
前
tLI
柑
を
初
め
、

数
糾
の

Isi似
夫
仄
や
f

、
布
名
人
が
客
応
を
罪
め
、
既

台
は
見
巾
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
上
油
中
、
ロ

シ
ア

で
の
圧
逍
、
ナ
チ
の
泊
科
に
耐
え
た
人
々
や
そ
の

f

係
た
ち
が
一
度
も
一一一
度
も
観
劇
し
た
の
だ
っ
た
。

ア
ル
ト
マ
ン
が
次
に

F
伝
っ
た
の
は
オ

ラ
ン

グ
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
公
油
で
、
そ
の
初

nは
イ

ス
ワ

エ

ル
の
開
ほ
か
ら

1
年
半
の
後
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン

ダ
で

は

「
が
根
の
上
ー
ー
」
は

「
ア
ナ

テ
ブ
カ

」
と
呼
ば

れ
た
。
こ
れ
は
他
の
国
、
例
え
ば
束
匹
ド
イ

ツ
で
も

同
様
だ
っ
た
。
こ
こ
で
つ
い
で
に
記
す
と
、
東
欧
園

の
舞
台
で
は
終
似
、

ア

r
テ
フ
カ
の
人
々
が
、

ア
A

、
、
、

リ
カ
ヘ
行
く
の
で
は
な
く
何
処
か
へ
行
く
↑
E

と
に
な

ヽ
`
9,
＇・ ，
 

,．'・『
訊
',
[

_1
>

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
公

油
で
の
間
凶
、
と
い
う
よ
り

も
抑
語
の

一
っ
は
、
現
地
ス

ク
ッ
フ
や
配
役
に
、
仕
巾
に

適
さ
な
い
絃
故
れ
が
数
人
当

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
限
作
仰
の

ス
ぷ

ン
サ

，
係
の
女
性
は
、

ア
メ
リ
カ

間

人
グ
ッ
フ
を
何
か
と
悩
ま

せ
た
か
、
彼
女
は
プ
＂

ァ
・

ル

ー

サ

＇

の

よ

で
あ
り
、
オ

ラ

L
 
9

ン
グ
泊

へ
の
IllAれ
だ

っ
た

仁

の
で
ド
・
ろ
す
こ
と
が

Ill来
な

か
っ
た
。
ま
た
、

f
め
肉
屈
の
役
に
つ
い
て
い
た

Ill

悦
け
ォ

？
ン
ダ

の
ト

ッ
プ
ク

ワ
ス
の
人
で
、
現
地
の

協
カ
プ

n
.T
ュ
ー
サ
ー
は
、
彼
を
樅
符
し
た
こ
と
に

得
狂
気
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
仇
悦
は
八
十
歳

も
半
ば
を
必
ざ
、
あ
の
激
し
い
ダ

ン
ス
を
踊
る
の
は

全
く
佃
雌

で
、
桁
占

．．
 

1111
で
お
引
取
り
願
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
．．
 

行
の
台
詞
が
あ
る
燐
役
に

く
だ
ん

廻

っ
た
。
何
と
ご
必
氏体
は
件
の
協
カ
プ
＂

デ
ュ

ー
サ

ー
の
父
親
で
あ

っ
た
。
ァ
人
ス

ナ
ル
グ
ム
公
放
で
は

衣
裳
も
物
議
を
隕
し
た
。

m'純
で
、
か
つ
こ
の

ミ
コ

ー
ジ
カ
ル
の
笠
褐
人
物
の
性
格
が
全
く
現
わ
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

苫
し
い
生
括
の
農
民
た
ち
の
衣
裳
と
し
て
は
良
す

ぎ
、
難
い
方
も
見
"
す
ぎ
ヽ
新
し

V
見
え
た
o

じ
ゃ
ぃ

フ

n
1
9
ツ
ェ
イ
か
ら
俊
オ
の

P
・
ジ
ポ

n
ド
ト
女

火
が
駆
け
つ
け
｀
衣
裳
は
占
く
、
不
完
全
に
油
ら
れ

た
よ
う
に
比
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
た
。

か
く
て

モ
ー
テ
ル
の
新
し
く
て
格
好
い
い

ス
ー
ツ
の

ズ
ポ

ン
は
つ
ぎ
は
ざ
の
内
占
し
に
改
良
？
さ
れ
た
。

1
9
6
6
年
12112111
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の

「
61根

の
上
ー
ー
」
も
成
功
し
、
こ
の
囚
で
は
ア
メ
リ
カ
の

・・・ユ

ー
ジ

カ
ル
は
失
敗
す
る
と
い
う
ジ

ン
ク
ス
を
打

披

っ
た
。
新
聞
が

『
す
べ
て
の
美
を
知
る
た
め
に

、
ア
ナ

テ
フ
カ
」
を
少
く
と
も
二
皮
見
る
べ
き
だ
』

と
批
評
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
ハ
ー
グ
や
ロ
ッ

-r
ル
ダ
ム
で
も
好
拌
を
閉
し
、

一年

い
い
た
。

多
く
の

プ
n

l

ド
ウ
ェ
イ

・
ミ

ュ
ー

ジ
カ
ル
が
す

ぐ
引
越
公
油
を
す
る
＂

ン
ド

ン
、
今
で
も
「ア

ニ
ー
」

や
「
ア
イ

•
9

プ
・

マ
イ

・

ワ
イ
フ
」
笞
々
が
上
油

さ

れ
て
い
る
が
、
—
)
こ
で
「
尽
根
の
上
ー
ー
」
が
初

11
を
迎
え
た
の
は

1
9
6
7
年
2
月
1
6
U
の
こ
と
、

イ
ン
ペ

リ
ア
ル
劇
場
開
油
後

2
年
半
、
偶
然
だ
ろ
う

「
屈
根
の
上
の
ウ
ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
」
は
1
9
6

4
年

9
月

2
2
n
、
プ
＂
ー
ド
ウ

ェ
イ
の
イ

ン
ペ

リ
ア

ル
劇
場
で
紅
を
あ
け
、

2
年
半
後
マ

ジ
ェ
ス
テ

ィ
ッ

ク
劇
出
に
移
り
、

1
9
7
2
年
6
月
1
7
H
プ

ロ
ー
ド

ウ

ェ
イ
蚊
反
．
痰
記
録
を
史
新
、
そ
の

2
遇
間
後

7

月

2
日、

i'.1
1'-
―
-
Cl
四
|
-＿公
演
を
以
て
打
切
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
で

"
1
1
本
で
も
か
な
り
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
作
品
は
ま
た
、
非

常
な
横
の
拡
が
り
を
持
っ
た
、

一―
-
+
―一

の
国
で
、
ト

六
種
の
r
"
焚
に
よ
っ
て
上
荻
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の

記
録
は
今
後
も
改
め
ら
れ
よ
う
が
、
手
許
の
沢
料
で

こ
れ
ま
で

l
油
し
た
国
名
を
連
ね
る
と
、

プ

＂
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
の
初
I
J
か
ら

1
年
経
た
な
い

1
9
6
5
年

6
月
に
初
演
を
行
っ
た
、
作
n
5

に
ゆ
か
り
あ
る
イ

ス

ラ
エ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
西
ド
イ

ツ
、
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス

ラ
ン

ド
、
ス
ベ
イ
ン
、
ス
エ
ー

デ
ン

、
フ

ヲ
ン
ス
、
オ

ラ

ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ズ
イ
ス
、

ベ
ル

ギ
ー
、
ギ
リ

シ

ァ
等
の
西
欧
諸
国
、
チ
ェ
コ

ス
＂
パ
キ
ア
、
束
ド
イ

ッ
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ピ
ア
、
ボ
ー
ラ

ン
ド
f
．
ふ
束
欧
詔

国
、
ア
ル
ゼ

ン
ナ
ン
、
プ

ラ
ジ

ル
、
チ
リ
ー
、
メ
キ

ッ
コ
、
ト
ル

コ
、
南
ア
ノ
リ
カ
、
＂
ー

デ
ジ

ア、

一＿

ュ・＇
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
れ
に

11

本
笞
で
あ
る
。
な
か
で
も
フ
ィ
ン
ヲ
ン
ド
で
は
十
“

の
児
な
る
プ
＂
ダ
ク

ジ
ョ
ン

が
手
が
け
た
。

-
l

ユ
ー
ヨ
ー
ク
射
在
の
大
平
和
登
仄
に
よ
れ
ば
、

ス.9 
1

↓‘
 フ

り

世
界
の
「屋
根
の
上
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」

風

早

美

樹

F ~~i.r~ 

ソ
連
で
も
卜
油
し
た
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
前

述
の

i
n
N
の
中
で
ナ
リ
ー
、
東
西
州
ド
イ

ツ
で
は
綜

油
中
で
、
殊
に
西
ド
イ

ツ
は
ア
メ
リ
カ
の
記
録
を
破

り
そ
う
な
勢
い
で
あ
る
、
と
か
。
ま
た

11
本
の
よ
う

に
再
．3
上
演
を
約
り
返
す
囚
も
あ
れ
ば
、
イ
人

ラ
エ

ル
の
例
に
見
る

111<
、
テ
ル
ア
ピ
ヅ
の
他
、
ハ
イ
フ

ア
、
T

ル
サ
レ
ム
、

M
M内
の
数
地
方
で
行

っ
た
国

も
あ
る
。

11
本
で
も
束
求
以
外
、
全
国
の

じ`
叫
都
市

で
上
油
さ
れ
た

こ
と
け
ご
仔
知
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
代
朴
各

114
で
Jo
油
さ
れ
た

「
屈
根
の

t
|」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
で
ど
の
よ
う
な
過
程

を
た
と
り
、
ま
た
話
追
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の

数
例
に
つ
い
て
、
油

Ill
．
振
付
の
ビ
匠
．シェ

u
ー
ム

.

"
ピ

ン
ス

を
助
け
た
リ
ナ
ぃ
ー

1
,
•

ア
ル
ト
マ
ン

が
マ
ー

ウ
ィ
ン
・
カ
ウ

7
マ
ン

と
共
に
バ
い
た

「
ザ

・
メ
ー
キ

ン
グ

・
ォ
プ

・
ア
・
ミ
1

ー
ジ
カ
ル
」
で

挿
話
的
に
述
べ
て
い
る
。
以
下
に
い
く
つ
か
を
ご
く

府
巾
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

|
 ,,
;;: 祝
合
は
作

rlh
の
ジ
ェ

リ
ー

・
ポ
ッ
ク

、

作
詞
の

シ
ェ

ル
ド

ン
・
ハ
ー

ニ
ッ

ク
、
台
本
の
ジ
，

七
フ
・

A
9

イ
ン
の
一i
一人
が
蚊
初
か
ら
手
が
け
、
ウ
ぶ

成
の
途
上
で
油
州
火
に
依
頼
、
あ
る
荘
味
で
は
＂
ピ

ン
ス

が
＾
10"U
任
を
負

っ
て
く
れ
た
、
と
は
ハ
ー

ニ
ッ

ク
の
談
話
だ
が
、
プ

い
ー
ド
ウ

ェ
イ
で
開
柾
す
る
と

た
ち
セ
ち
多
く
の
国
か
ら
ヒ
油
の
巾
込
み
が
製
作
れ

ハ
ロ

ル
ド
・

9
リ
ン
人

に
し
付
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の

111M
ィ
ス
ラ
エ

ル、

r
ル
ア

ピ
ヅ
の
プ

"
f
1
ー
サ
ー

で
、
前
に

「マ

イ

・
フ
ェ

ァ
・
>
．ア

＇
」
の
上
油
で
W
ー
り
を
取
っ
た
ジ
オ
ク
・

ゴ
ー

・T
ィ
ク
が
品
初
の
蔀
外
公
油
を
行
う

こ
と
に
な

る
。

1
9
6
5
年
4
"ハ、

ア
ル
ト

マ
ン

と
カ
ウ
フ
マ

ン
が

r
ル
ア
ピ
ヅ

に
赴
い

て
＾
L
U
ィ
ス

ワ
エ

ル
人
キ

人

ヵ

ー

、

冒

'ー
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郡函国美しま盛り
新鮮な鯛、伊勢エピ、アワピ、車エピの

おどり等、豪華な料理の盛り合わせ。

伊勢志摩国立公園鳥羽

ぃ

8
-

ホテルニュー美しま
云 (0599)25-5111(代表）

名古屋予約センター云(052)971-0123

が
マ
ジ
ェ
ス

．r
（
9

ク
に
移
る

＂
と
ほ
と
ん
ど
時
を

同
じ
く
し
た
だ
か
｀
上

9
.
／
カ
ル
に
と
っ
て

い
い

市
場
の
は
ず
の
＂

ン
ド
ン
て
は
、
叫
仙
削
む
外
に
沈

滞
気
味
た
っ
た
＾
崩
冗
芥
の

"g"ff
さ
も
あ
ま
り
伸
び

ず
、
プ

gr.
ー
サ
，
で
あ
り
、
一
↓
ー

J

9

ク
公

油
よ
り
も
災
れ
て
い
る
と
の
．
を
取
っ
た
照
明
の
山
，

市
名
で
も
あ
る
R
．
ヒ

IV
プ
い
ウ
は
好
潤
の

「
母

根
の
上
I
_
_
 L
1
1
"
ン
ド
ン
が
、
般
初
の
失
敗
公
油

に
な
ろ
の
で
は
な
い
か
い
と
さ
え
怖
れ
た
。
彼
の
懸

念
は
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
｀
ビ
迎
、
つ
ま
り
帝
政

＂

ジ
ア
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
農
民
の
状
態
が
、
ロ

ン
ド
ン

の
客
の
輿
味
を
そ
そ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
•
Jと
だ

っ
た
。
ま
た
「
吊
根
の
ー
ー
」
に
山
ー
時
、

こ
こ
で

併
油
し
て
い
た

「
フ
ァ
＿
：

ー
・
ガ
ー
ル
」
の
パ
ー
プ

ラ
や
「
ハ
＂
ー

・
ド
ー
リ
，
＇
／

．」
の
マ
ー
テ
（
ン
の

よ
う
な

ス
タ
ー
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

後
に
こ
の
一
作
で
ス
ク
ー

・
ダ
ム
に

の
し
上
り
、

映
州
で
も
｀
£
狐
し
た
ナ
ヴ
ィ
ェ
役
の

ト
ボ
ル
は
ま
だ

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ボ
ル
は
イ
ス
ラ

エ
ル
小
ま
れ
で
、
そ
の
な
ま
り
が
朋
占
期
間
中
た
び

た
び
問
題
に
な
り
、
代
え
る
こ
と
さ
ぇ
衿
え
ら
れ
た
。

だ
が
テ
ヅ
ィ
エ
の
性
格
に
ピ
ク
リ
の
イ
ギ
リ
ス
の
川

悦
が
い
な
か
っ
た
。
も

っ
と
も
な
ま
り
に
つ
い
て
は

他
の
俳
Q
達
に
も
難
が
あ
り
、
全
体
と
し
て

「
怜
根

の

Io
_
」
の
キ
5

ス
ト
は
他
の
国
の
そ
れ
に
劣
る

と
ご
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

＂
ン
ー
ン
公
油

の
話
で

最
も
面
白
い
の
は

パ
ー
チ
ッ
ク
役
の

S
・
エ
ル
ス
の

ヒ
ゲ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
は
ト
ボ
ル
と
共
に
己
埒

根

の

上

ー

」
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
生
れ
で

な
い

例

外
の
一
人
で
、
ハ

ン
が
リ
ー
か
ら

1
9
5
6
年
の
小

命
後
移
っ
て
さ
た
が
、
男
役
た
ら
か
悴
ひ
げ
を
化
ゃ

し
た
の
に
彼
だ
け
応
じ
な
か
っ
た
。
す
で
に
テ
レ
ビ

ゃ
映
画
で
仕
れ
を
持
っ
て
い
た
た
め
曼
＂
が
悪
い
と

の
郎
山
で
、
契
約
に
も
つ
け
ひ
げ

で
Ill油
す
る
こ

と

を
叫
祀
し
て
い
た
。

し
か
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上
で
の
ア
ル
ト
マ
ン

の
柔
軟
な
説
褐
を
聞
き
い
れ
、
木
続
み
の
最
初
の

n

に
黒
い
立
派
な
ち
ょ
び
ひ
げ
を
生
や
し
て
現
わ
れ
た
。

ロ
ン
ド

ン
公
郎
に
は
プ
リ
ン
ス
、
ロ
ビ
ン
ス
、
ス
テ

イ
ン
、
ポ
ッ
ク
に
加
え
、
プ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
指
揮

11
M
・
グ
リ
ー
ソ
も
代
役
を
立
て

て
や
っ
て
さ
て
、

現
地
の
汗
楽
益
督
に
さ
ま
ざ
充
な
助
f

．．
 
い
を
＇
ト
え
た
。

し
か
し
こ
の
公
油
で
Jii
も
汗

nに
州

rる
の
は
や
ば

り
＂

ピ
ン
人
の
指
沌
で
、
彼
は
大
mー
の
た
め
じ
叶
間

も
沢
れ
、
初

11
の
午
後
に
到
沿
、
叫
説
に
が

11
つ
け

て
油
し
栢
内
に
吃
ち
＾
＂
っ
た
。

そ
し
て

t
"を
ね
ざ
ら
っ
た
後
、
開
材
の
「
ト
ワ

．r
(

シ
，
ン
L

を

H
ら
指
心
し
た
。
そ
の

一
店
・下
一

投
＂
ざ
か

Ul役
達
に

f

I

I
フ
カ
の
人
々
の
持
つ
プ
ラ

ィ
ー
と
戌
牧
を
凡
え
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
に
心
配
さ
れ

て
い
た
汀
台
は
蘇
っ
た
。
か
く
て
連

11
、
ハ
ー

・
マ

ノ
ェ

A

T

ィ
ー
ズ
劇
楊
は
狛
字
r
が
溢
丸
9

さ
、
新
聞
は

・
す
ば
ら
し
い

、．f

上
ー
ジ
カ
ル
」

と
も

r
稀
な
こ
と
、

芸
衛
的
な
ボ
ピ
ュ
ツ
9

・
ソ
ー
ク
い
と

も
廿
め
、

r"ピ
ン

An身
の

「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
沿
」
級

の
傑
作
し
と
漑
え
た
。

＂ピ

ン
人

を
助
げ
て
来
た
ア
ル
ト
マ
ン
は
＂
ン
ド

ン
公
油
の

2
年
lU
“
ハ
後
に
行
わ
れ
た

1
9
6
9
年

11
月
の
パ
リ
公
油
に

つ
い
て
も
そ
の
粁
で
ふ
れ
て
い

る
か
、
紙
数
が
な
い
の
で
紹
介
を
数
行
に
と
ど
め
よ

う
。
ハ

リ
公
油
は
四
人
の
プ
＂
．

I

ュ
ー
リ
ー
が
＾
止
曲

し
た
。
侑
占
は
紺

11
午
後
と
探
夜
に
窄
る
餅
仮
行
な

わ
れ
る
と
知
ら
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
側
人
ク
プ

フ
は

シ

．
，

ク
を
受
け
た
。
こ
こ
で
も
台
本
翻

A
の
上
で
ト

ラ
プ
ル

か
生
じ
た
。
不
必
疫
な
ド
れ
た
笑
い
が
挿
人

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ム
。
し
か
し
ア
ル

ト
マ
ン
の
強

硬
な
抗
設
で
横
囮
さ
れ
、
マ
リ
ー

ニ
イ
劇
場
の
冗
台

は
、
苓
体
と
し
て
（
彼
が
見
て
さ
た
）
そ
れ
ま
で

の
ジ
J

ー
の
中
で
蚊
も
良
く
演
じ
ら
れ
、
＂
取
も
よ
く

歌
わ
れ
た
』
公
油
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

プ

＂ー

ド
ウ
ェ
イ
で
蚊
投
公
油
記
録
を
樹
立
し
、

川
昇
．
r
ト
ニ
国
で
上
油
さ
れ
た
，
松
根
の
ヒ
ー
」

は
ー
9
7
6
年、

ア
メ
リ
カ
建
国
．

て
＂
固
年
の
作
れ

に
、
再
び
ゼ
ロ

・
モ
ス
テ
ル
か
，
ヅ
ィ
エ
に
扮
し
プ

ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
の
・ツ
ィ
ン

9
1
，
ガ
ー
・
r
y
l
W
I
為
を

飾

っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち

6
月
1
1
1
"
ス
ア
ン
ゼ

ル

人
に
始
ま
り
、
デ
ン
ヅ
ァ

ー
、
ヒ
ン
ト
ル
イ
ス

、
ソ

ジ
ン
ト
ン

D
.
C
、
卜
＂

ン
ト、

フ
ィ
ラ

f
ル
フ
ィ

ァ
、
ジ
カ
ゴ

、
デ
ト
E

イ
ト
、
ポ

ス
ト
ン
で

の
巡
油

が
歓
迎
さ
れ
て
の

K
で
あ
る
。

私
は
W
ー
時

ニ
ュ

ー
コ
ー
ク
に
滞
在
中
で
、

一
行
が

旅
へ

Ill
る
前
の
、

5
月
1811
、
い
ま
最
も
ヒ
，
卜
し

て
い
る

「
グ
ン
シ
ン
」

を

L
刹
中
の
プ
リ
ー
ド
ハ
ー

ス
ト
劇
掲
で
の
印
ト
ロ
を
見
学
し
た
c

衣
裳
も
つ
け
な

い
、
ピ
ア
ノ
一
合
の

ラ
ン

，
ス
ル
ー
だ

っ
た
が
、
こ

と
の
ほ
か
上
磯
謙
で
ひ
ょ
う
ひ
ょ
り
と
油
じ
て
い
た

-T
ヅ
（
エ
の
ゼ

＂
＇
工
人

r
ル
・
;.
i
u
7
7
年
9

月
急
辿
し
て
今
は
（
い
。
い
よ
い
よ

11
本
の
ミ

1

1

ジ
カ
ル
ト
油
央
の
＂
取
艮

公
油
＂
山
録
を
作

ろ
う
と
す
る

本
公
油
の
森
喉

，
ヴ

（
J

な
人
川
か
ら
見
て
い
ム
ゴ

ス
f
ル
・
テ
ウ
(

Y

、
あ
な
た
の
応
想
は
？

（
放
送
作
火
）

屁食もいたしております・

1111.'i-3時

電話五七ー・三六三七•三六三八
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阻は昇りまた沈む
Sunrise Sunset 

親愛なる森繁さま 東宝オーケストラ連名 ミュージカル・ナンバ＿

し、つも おんぷしてた

かわし、し、 小 さな(・

しいつか人さくなった 人

こんなに されしヽになって

、:c派になったのか
111'11までは 小さな(-が

9ルIH/'J よた沈み
IIかうつろ

やかて 、：リ1か＊れは
1とし すぐ1111< 

l~;IJ: り1り まな沈み
II,¥うつる

J: ろ：：ぴ必.Lみを
り）せてl血ILゆく

)Iに(t/1',して ム・汰えなし、

今 11<1) よろこぴよ

やさしく「をとりあ って

し、つ上でし

しあわせそうな人

かた＜ 糸',(tilて
し、つの )IIこか 私たちも

fらばII'! よたi'tみ
I) 、\•うつる

よろ：：ぴ cl!,. しみを

のせてiitilゆく

, Smヽ-l~amM"刈"· ""
lhe s,,h,s ,.,, Jspm, A~,,_.<l h,01•~m, K K 
<逗~11;.,•,~~lll<Iむ会 (/11),\,r.釈； '1¥8)082581;

IP 

~ -. 
'k! 根の I・.のヴァイオリン弾さ」の(1'1111行と し

て、心からのお祝 Iヽを i'thにお込りしたしヽと思．

います。

「ヴァイオリン弾き」がII本に於けるアメリカミ

ューシカルの l.i¥i;.,じ録のレコードを樹，・,:し、 し

かも、そのすべての公面のテヴィエがi'lJjによ

って;,;じられたことを私は今~, らされよした。

このf,jかしし,,』Ii.果は、もちろん -~J があなたに

柑すべきであリ、私北はi'lhのこあ 師かしい1此
果のお「•（ふヽか：I', 来た・11を名r,とするものです。
プラヴ・'.'

そして
上ヽヽ

A'I IC• 比杯.'

心をこめて

ジェリー・ポック

I入℃cml凡r4,1978 
Dear Mr. Morishige, 
As the compo紐 rof" Fiddler On The Roof" I wish to offer you my 
hca,ticヽtcon,e・atulations, I have just k'arn,'1 that Fiddler will hold the re-
cord for the n1<応t1ierfonmuiceさ ofany American musical presented in 
Ja1ian, and that you have playc<I'11:vyc in every 1x・rfonnancc. Your re・
markable achievement is, of cow泌 anhonor to you. It is aiS<> an honor 
to us for l,cing associated with such an achievement 

Bravo!. and 
・n, Life' 

Mc応lsincerely, 

戸 心

指 打’

- ---― 
ソロヴァイオリン

ヴァイオリン

セ ロ

ペース

フルー 1ヽ

オーポ~ 工

クラリネ ッ ト

ファゴット

ホル ジ

トランペット

トロンポーン

ドラムス

ヒアノ

ギクー、マンドリン

アコ ー ディオン

インスペ クタ ー

蔵

吉

靖

雄

渭

道

治

厳

治

幸

二

勇

美

陸

夫

二

彦

四

し

宏

夫

勇

代

か

へ

耕

晴

義

正

康

知

頸

恵

芳

触

喜

文

稚

修

正

渥

た

靖

｛
雅

谷

田

場

田

田

岡

井

森

山

藤

井

田

田

中

村

田

沼

尾

井

田

林

田

田

井

大

｛
森

馬

池

平

押

田

小

神

後

塩

吉

安

畑

中

池

浅

神

辻

山

小

池

安

辻

9

9

9
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アピレサ

畿 □第 1幕
"'ヽ 9
伝統のうた (TRADITION)テヴィエとH人たち

すてきな人をみつけてね (MATCIIMAKER.MATCIIMAKER)ツァイテル，ホーデル、チャヴァ

金持なら IIFI WEl!E A RICH MAN)テヴィエ

安息日の祈り (SABBATIIPRAYER)テヴィエ，ゴールデと村人たち

人生に乾杯 (TOLIFE)テヴィエ，ラザールはか

奇蹟の中の奇蹟 (MIRACLEOF MIRACLES)モーテル

夢 (TIIEDREAM)テヴィエ` ゴールデ、ツァイテル屯さん、フルマセーラ.H人たち

陽は昇りまた沈む (SUNRISE,SUNSET)テヴィエ、ゴールデとHAたち

ピンの踊り !BOTTLEDANCE) l 
HAたち

結婚式の踊り (WEDDINGDANCE) 

□第2幕
すべてが今はこの手に (NOWI HAVE EVERYTHING),、-+ソク、ホーテル

愛してるかい (I)()YOU LOVE ME?)'tヴ9エ、ゴー9げ

ゴシップ(IJUST IIEAIW)イエンテとHAIふ

愛する我が家をはなれて (FARFROM THE HOME I LOVE)ホーテル

チャヴァよ ICIIAVA)-t•YI ェ

アナテフカ IANATEVKA)テヴィエ、ゴー"i'、イエンテ、ラザール， 9ンテル，アヴラム

瀑 四
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全下上

員手手

全

員

下

手

算

台

上

手

の

村

人

全ラ全テ全ニテ ラテニ

ザヴ ヴザヴ

I <イ 1イ

員 Jし員エ員人エ ルエ人

ラ

ザ

ー

ル

テ

ヴ

ィ

エ

ラ

ザ

ー

ル

二

人

テ

ヴ

ィ

エ

旦
臣
記
の
歌

村

人

た

ち

全全全

員

息

子

た

ち員

娘

た

ち

員

（
嗽
い
な
が
ら
芍
tll)

へ
し
き
た
り
／
．
し
き
た
り
／
．

し
き
た
り
／
．
し
き
た
り
／
．

し
き
た
り
／
し
き
た
り
／

テ
ヴ
ィ
エ
と

へ
生
活
を
一
手
に
引
き
う
け

父
穀
た
ち

汗
を
流
し
慟
い
て

女

房

作

娘

た

ち

を

茶
う
の
は
漉
？

全

員

へ
そ
れ
は
バ
バ
ノ
．

し
き
た
り
／
．

そ
れ
は
パ
パ
／
．

し
き
た
り
／
．

ゴ

ー

ル

デ

と

へ
み
ん
な
が
休
め
る
よ
う
に

母
親
た
ち

き
れ
い
で
静
か
な

家
庭
を
こ
し
ら
え
る
の
は

誰
で
し
ょ
う
？

淮
で
し
ょ
う
？

へ
そ
れ
は
マ
マ
／
．

し
き
た
り
／
．

そ
れ
は
マ
マ
／
．

し
き
た
り
／
．

さ
II
つ
で
字
を
よ
ん
で

十
歳
で
商
売

花
嫁
が
き
れ
い
な
ら

い
い
な

へ
そ
れ
は
品
子
／
．

し
き
た
り
／
．

そ
れ
は
息
子
／

し
き
た
り
／
．

ヘ
針
仕
事
は
お
舟
さ
ん
に

ぉ
術
さ
ん
な
ら

お
父
さ
ん
に

へ
そ
れ
は
娘
／

し
き
た
り
／

そ
れ
は
娘
／
．

し
き
た
り
／
．

全
只
輪
に
な
っ
て
歌
を
訟
り
返
す
。

マ
，

i
”
~

し
さ
rり
し

t

そ
‘‘9
,
、
グ

し
‘
r
り”

む
9
.
）”．

む

J

め”

L
‘

J
たり
”
~
L
‘
J
rり
”

そ
い
U

そ
れ
は

む
4

こ
”
~
い

J

め
”

L

‘
f
り
”
•
L

さ
た
り
”

交
g
たら
）

（

田
践
たち
）

る

息
子
た
ち
）
（
娘
たち
）

化

研

を

み

ん

な

が

一．．
 
つで

針
仕
巾
は

-
F
に
川
さ
交
＂
休
め
る
よ
う

に

ヤ
を
説
ん
で
“
閃
さ
ん
に

汗

を

漠

し

、

；れい
で

十
淑
で
湘
光
わ
研
さ
ん
な
・
り

u
た
ら
い
て

＂

か

な

花

嫁

が

“

父

さ
ん
に

女

＂

＊

廷

を

さ

れ

い

な

ら

U
が

い

こ

し

ら

え
る
の
は
い
い
な
？

娘
に
ら

を

暉

でし
よう？・

や
し
な
う
の

は

庫

でし
よ・
9
?

灘
？
ぐ．‘．

,

99

99~ 
し
さ＇り”

i

し、
△

そ
4
99ぐ
'9
.
 

ヽ

しさ
た
り
”
.

口
人
生
に
乾
杯

テ

ヴ

ィ

エ

乾

杯

乾

杯

み

ん

な

で

_

＿

人

わ
れ
ら
の
人
化
に
乾
杯

テ

ヴ

ィ

エ

未
来
の
バ
バ
の
た
め
に

ラ

ザ

ー

ル

花
踪
に
も

二

人

飲
も
う
ぜ

乾

杯

＆

杯

み

ん

な

で

わ
れ
ら
の
人
生
に
乾
杯

す
べ
て

こ
の
世
の
中

泣
さ
笑
い
だ

飲
も
う
ぜ
乾
朴

辛
い
時
に
も
ぐ
ち
こ
ぼ
さ
ず

叫
か
る
＜
行
こ
う

ど
ん
な
時
に
も

勘
気
に
さ
わ
い
で

愉

に

や

ろ

う

位

杯

乾

杯

み

ん

な

で

わ
し
の
娘
に

嫁
に
す
ぐ
に
わ
し
の
女
り
さ

さ
あ
飲
も
う
ぜ

飲
も
う
ぜ
乾
杯
々

9
ザ
ー
ル
に

テ
ヴ
ィ
エ
に

娘
の
ツ
ァ
イ
テ
ル
に

嫁
に
す
ば
ら
し
い
未
来
が

二
人
の
た
め
に

飲

も

う

ぜ

乾

杯

乾

杯

み

ん

な

で

騎
れ
の
門
出
に
乾
什

す
ば
ら
し
い
未
来
が

1

一
人
の
為
に

飲
も
う
ぜ
乾
杯

さ
か
ず
き
を
飲
み
千
し
て

•‘ 

さ
あ
、
し
つ
ま
で
も

元
気
で
在
ら
そ
う

共
に
分
け
合
お
う
よ

こ
の
宮
び

こ
の
幸
せ
を

乾

杯

屹

杯

み

ん

な

で

神
の
恵
み
を

わ
れ
ら
に

す
こ
や
か
に
科
ら
そ
う

二
人
の
力
に
飲
も
う
ぜ

乾
杯二

日
、
踊
り
は
じ
め
る
•

"
ジ
ア
人
の

ひ
と
り
が
突
然
嗽
い
だ
す
。

ロ
シ
ア
人
狡
唱

へ
今

LI
は
め
で
た
い
神
の
お
め
ぐ
み
が

1

一
人
を
↓
せ
に
す
る

み
ん
な
交
L
く
元
父
で

C
そ
う

さ
あ
飲
も
う
よ
平
和
の
た
め
に

他

の

へ
明
る
い
木
来
を
祈
ろ
う
よ

ロ
シ
ア
人
た
ち

楽
し
い
牡
ら
し
が
出
来
る
よ
う

今
LI
は
め
で
た
い
神
の
お
忠
み
が

二
人
を
ギ
せ
に
す
る

ヘ
イ
ク
・

□

も
し
金
持
な
ら

テ

ヴ

ィ

エ

へ
金
柑
な
ら

ダ
ド
・

デ
ィ
ド

・
ダ
ド

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド

・
ダ
ド

・
ド
ウ
人

朝
か
ら
夜
ま
で

遊
ん
で
び
ら
す

金
持
な
ら

ダ
ド

・
デ
ィ

ド

・
ダ
ド

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ

ド

・
ダ
ド

・
ド
ッ
ム

呑
気
に
ひ
ら
す
の
さ

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ド

ダ
r
・
ド
ウ
人
々

町
の
共
中
に
で
ん
と
し
た

で
っ
か
い
家
を
庄
て

歴
根
は
立
派
な
卜
9
9
展
根

あ
り
余
る
ほ
ど
の
部
兄
は

み
ご
と
に
虎
か
れ
た

す
ば
ら
し
い
お
邸
さ

庭

に

ゃ

氾

七
面
ル
に
翡
ル
に
ア
ヒ
ル

人

nを
ひ
く
よ
夕
に

こ
こ
は

コ
ケ

ッ
コ

ー

コ

ゲ

，
コ

ー

ガ
ア
・
ガ
ア

・
ガ
ア

9
ら

金
持
の
家
だ
と

や
か
ま
し
く
ぃ
か
せ
ま
し
ょ
う

（滞
且
を
つ
く
）

へ
金
符
な
ら

ダ
ド

・
デ
ィ
ド

・
ダ
ド

デ
4
1
1
・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド

・
ダ
ド

・
ド
ウ
ム

朝
か
ら
夜
ま
で

辿
ん
で
在
ら
す

金
け
な
ら

ダ
ド

・
デ
ィ
ド

・
ダ
ド

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド

・
ダ
ド

・
ド
ウ
ム

在
気
に
咋
ら
す
の
さ

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド

・
ダ
ド

・
ド
ウ
ム
ク
・

ヘ
掩
の
女
房
は

み
ご
と
に
太
っ
た
手
を
上
げ
て

下
射
に
柑
図
す
る

歩
く
姿
は
礼
雀
の
よ
う
に

ぉ
A

し
あ
わ
せ
そ
う
な
頻

大
金
片
の
哭
様
さ

俺
の
慈
凡
を
だ
れ
も
が
求
め

学
れ
先
生
も
近
所
の
人
も

こ
の
テ
ヅ

ィ
エ
の
北
凡
を
lJH<

金
け
と
は
す
ば
ら
し
い
ク
・

ボ
ア
・
ボ
ア
ポ
ア
が
ア

ボ
ア
ポ
ア
ポ
ア
ボ

ア
ク

口
愛
し
て
る
か
い
？

テ

ヴ

ィ

エ

覚
し
て
る
か
い
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
な
ん
だ

っ
て
？

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
わ
し
を
さ
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
あ
ん
た
な
…
．．
 
？
 

そ
り
ゃ
お
か
し
い
わ
よ

疲
れ
す
ぎ
で
し
ょ

家
で
横
に
な
っ
て
な
よ

き
っ
と
糾
気
さ

テ

ヴ

ィ

エ

ゴ
ー
ル
デ
お
州
に
聞
い
て
い
る
ん
だ
。

ヘ
覚
し
て
る
か
い
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
パ
カ
ッ
た
れ
。

テ

ヴ

ィ

エ

ち
が
い
ね
え
。
で
も
な
ん
か
行
っ
と
く
れ
一

へ

そ

う

で
も
愛
し
て
る
か
い
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
あ
ん
た
を
？

あ
ん
た
の
沿
に
子
供
を
匹
ん
で

食
小
に

M
称

針

仕

事

一
切

n^
切
や
っ
て
来
た

そ
れ
な
の
に
今
さ
ら
愛
だ
な
ん
て

テ

ヴ

ィ

エ

{
ゴ

_
ル
デ
‘
初
め
て
会
つ

to
の
は

鮎
衛
式
の
と
き

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
と
っ
て
も

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
こ
わ
か
っ
た
よ

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
あ
た
し
も

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
で
も
そ
の
う
ち
必
ず
愛
し
＾
＂
え
る
と

料
は

d
っ
た
。
ゴ

ー
ル
デ
ル
．
．

愛
し
て
る
か
い

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
女
房
だ
よ

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
追
い
な
い

で
も
愛
し
て
る
か
い
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
ど
う
か
し
ら
？

貶
い
年
月
を
一
船
に

＃
び
や
北
し
み
を
分
け
あ
っ
て
来
た

1

一人
こ
れ
が
ほ
ん
と
の
愛

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
愛
し
て
る
か
い
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
愛
し
て
る
わ

テ

ヴ

ィ

エ

ヘ
愛
し
て
る
よ
わ
し
も

全

員

へ
今
に
な
っ
て
愛
し
て
る
と

気
が
つ
く
の
は
い
い
も
の

口
愛
す
る
我
が
家
を
は
な
れ
て

ホ

ー

デ

ル

ヘ
愛
す
る
わ
が
家
を
は
な
れ

遠
く
へ
い
っ
て
し
ま
う

あ
た
し
の
今
の
気
持
を

分
っ
て
ほ
し
い
の

証
i
っ
た
あ
た
し
の

あ
の

H

あ
の
時

み
ん
な
と
い
つ
も
料
ら
し
た

こ
の
ふ
る
さ
と

彼
が

こ
の
あ
た
し
の

夢
を
か
な
え
て
く
れ
た

手
を
と
り
あ
っ
て

二
人
で
生
き
る
の

辛
い
け
れ
ど
あ
た
し
は

家
を
は
な
れ

あ
の
人
だ
け
を
頼
り
に

旅
に

Illる
の

固
い
決
意
を
胸
に

彼
の
も
と
へ

述
い
ジ
ベ
リ
ア
の
果
て

め
ざ
し
て
行
く
わ

家
を
は
な
れ

□

ア
ナ
テ
フ
カ

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
こ
れ
を
ち
ょ
っ
び
り

あ
れ
も
ち
ょ
っ
び
り

イ

エ

ン

テ

ヘ
な
ペ

ラ

ザ

ー

ル

か
ま

メ

ン

デ

ル

ほ
う
き

ア

ヴ

ラ

ム

ラ
ン
プ

メ

ン

デ

ル

ヘ
ベ
ン
チ
も

ア

ヴ

ラ

ム

ヘ
テ
ー
プ
ル
も

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
ス

ト
ー
プ
は
？

ラ

ザ

ー

ル

ヘ
教
会
の
鐘
は
？

ゴ

ー

ル

デ

ヘ
樟
き
れ
uぎ
れ

イ

エ

ン

テ

ヘ
小
さ
な
端
布

全
•

へ
な
に
を
残
す
の
か

た
だ
ア
ナ
テ
フ
カ

ア
ナ
テ
フ
カ
ア
ナ
テ
ク
カ

疲
れ
は
て
た
ア
ナ
テ
フ
カ

あ
の
口
あ
の
時
よ

ア
ナ
テ
フ
カ
ア
ナ
テ
フ
カ

淮
も
み
ん
な
ア
ナ
テ
フ
カ

な
つ
か
し
い
友
よ

や
が
て
見
知
ら
ぬ
土
地
へ
と

友
を
求
め
て
ゆ
く

ぉ
A

ア
ナ
テ
フ
カ

み
ん
な
の
ア
ナ
テ
フ
カ

今
は
さ
み
し
ア
ナ
テ
フ
カ

な
っ
か
し
の
ふ
る
さ
と
よ

ヘ
憤
上
を
押
し
て
も

ち
っ
と
も
か
ま
わ
な
い

思
う
ま
ま
に
す
る
ん
だ
ぜ

釈
が
あ
る
時
ゃ
教
会
に
行
っ
て

咆
占
と
打
っ
引
き

10U
お
祈
り
す
る

え
ら
い
学
に
と

話
し
合
っ
て

-H"ら
す
の
さ

こ
れ
こ
そ
す
ば
ら
し
い

（
た
め
息
を
つ
く
）

へ
金
片
な
ら

ダ
ド

・
デ
ィ
ド

・
ダ
ド

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド

・
グ
ド

・
ド
ウ
ム

朝
か
ら
夜
ま
で

遊
ん
で
在
ら
す

金
持
な
ら

ダ
ド
・
デ
ィ
ド

・
ダ
ド

デ
ィ
ガ

・
デ
ィ
ガ

デ
ィ
ド
・
ダ
ド
・
ド
ウ
ム

今
の
さ
だ
め
は

神
様
が
き
め
ら
れ
た

金
持
な
ら
ば

も
し
ヶ
・
金
持
な
ら
ば
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「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」

に
奇
せ
ら
れ
た
手
紙

テ
ヴ
f

エ
と
し
て
の
代
殿
の
す
ば
ら
し
い
人
成
功
に
乾
杯
し
、
お
め
で
と
う
を
小
し

t
げ
ま
す
。

M
年
も
前
に
、
あ
な
た
に
巾
し

L
げ
た
叫
り
「
も
し
私
が
．
小
さ
な
村
の

11
本
人
の
役
を
面
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら

．．
．、
私
は
、
あ
な
た
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
テ
ヴ
（
エ
に
な
り
V
J
っ
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
様
に
は
、
と
て
も
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
は
な

リ
切
れ
な
か

っ
た
と
息
い
ま
す
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
よ
す
。
ど
う
ぞ
い

つ
よ
で
し
テ
ヴ
ィ
エ
と
し
て
ご
泊

ili
ド
さ
い
。

｛プ

ロ
ー
ト
ウ

ェ
イ
の
テ
ヴ
f

き

ハ
ー
シ
ェ
ル
・

ペ
ル
ナ
ル
デ
ィ

＂
木
の
蔽
間
に
大
い
な
る
．
＂
献
を
さ
れ
た
あ
な
た
に
ヴ

r
イ
オ
リ

ン
弾
さ
の
仲
訓
の

．
人
と
し
て
人
き
な
抱
麻
を
附
り
ま
す
。

あ
な
た
の
杖

・
ア
イ
ザ

ッ
ク
，
ス
タ
ー
ン

ーパ

イ
オ
リ

ニ
スト）

ポ
リ
ス
・
ア
ロ
ン
ソ
ン

沖

a'レ
ビ

又

吉

康

弘

さ
ん

均

h
肌
込
谷
巾

沢

田

清

子
さ
ん

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
上
濱
さ
れ
る
た
び
に
、
観
害
の
み
な
さ
ま
か
ら
感
動
の
便
り
が
た
（
さ
ん
届
き

ま
す
。
そ
の
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
、
つ
ぎ
の
公
演
へ
の
力
廷
い
支
え
と
な
り
、
は
げ
ま
し
と
な

っ
て
く
れ

ま
す
。
咋
年
春
の
、
帝
国
劇
逗
で
の
三
か
月
公
演
の
と
き
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
と
電
輯
の

一
部
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
観
劇
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
都
合
に
よ
り
一
部
省
略
い
た
し
ま
し
た
。

＾
手紙
＞

森
紫
さ
ん
初
め
ま
し
て
。

私
は
小
．． 

の
女
の
1
で
す
。

6
11III
、
け
と
い

っ
し
ょ
に
父
の

H
っ
て
く
れ
た
券
で
兄
に
い
＂
さ
ま

し
た
。
イ
の

3
3
で
す
I
.

ユ
ダ
ヤ
人
は
い
つ
も
柑
根
の
1
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
＂
分
の
柑
根
を
、

川
を
持
て
な
い
な
ん
て
。
そ
れ

を
追

い
出
す
ロ
シ
ア
人
が
悧
く
息
え
て
、
な
ん
だ
か
く
や
し
く
て
、
ず

っ
と
お
ま
わ
り
さ
ん
役
の
人
を
に
ら
ん
で
よ
し
た
。
そ
の

叶
｀
私
は
、
は

っ
と
し
た
ん
で
す
。
私
注
＂
本
人
も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
し
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

2
J。
中
川
人
ら
に
対
し
て。

戦
れ
小

な
ど
、
培
別
は
絶
対
に
い
け
な
い
、
戦
↑
も
う
い
や
。
b

う
~
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
な
圧
根
を
枯
て
な
い
民
放
を
つ
く

っ
ち

ゃ
い
け
な

い
と
息
い
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
』
テ
ヴ
ィ
エ

一9
氷
の
馬
小
の
後
か
ら
｀
ヴ
T

イ
オ
リ
ン
弾
き
も
い

っ
し
よ
に
つ
い
て
い
さ
ま
し
た
ね
。
あ
れ

は
、

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
テ
ヴ
ィ
エ
．
9

本
は
ず
ー
っ
と
屈
根
の

L
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
ま
ま

っ
て
こ
と
で
す
ね
。
か
な
し
い
な
。

で
b
、
あ
の
時

h
．
杯
小
を
引

い
て
た
テ
ヴ
ィ
エ
バ

。ハ
心
を
兄
て
、
こ
れ
か
ら
何
が
あ
る
か
分
ら
な
い
け
ど
、
＂
心
を
怖
く
ふ
ん
ば

っ
て
吊
根
の
t

で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
っ
て

息
い
ま
し
た
。
パ
パ
、
あ
れ
だ
け
の
会
場
の
人
と
ひ
と
つ
に
な
れ
る
な
ん
て
~
と
て

し
す
ば
ら
し
い
f
．

木
中ー
に

ど

う

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

沖

な

川

lll"木巾
e,T．
り
）
津
金

か

や

の

さ
ん

私
は
以
曲

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
か
な
り
の
井
心
な
巾
を
す
る
の
が
多
い
廿
を
間
き
ま
し
た
。
例
え
ば
「
ア
ン
ネ
の

11
"山
」
で

も
そ
、
）
で
す
が
、
ド
イ
ツ
人
の
＂
迅
す
ぎ
る

11
打
ち

．

第

次

111
界
大
戦
の
時
の
「
＂
叫
ガ
ス
」

b
、
グ
え
る
だ
け
で
も
む
か
つ
い

て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
ロ
シ
ア
人
で
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ど
こ
へ
行
っ
て

b
じ
ゃ
ま
に
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
。
人
仲
が
迅
う
だ
け

の
即
111
で
ひ
ど
く
扱
わ
れ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
で
す
。

ヤ
利
が

lti
さ
れ
る
息
い
で
す
。
私
は
人
種
糸
別
は
な
く
な
ら
な
け
れ
ば
い

け

な

い

も

の

だ

と

つ

く

づ

く

感

じ

ま

し

た

。

柑

比

血
れ
小
浙
的
唸
T
H
e
2
り

新

井

久
美
子
さ
ん

む

几
気
に
て
．
公
面
を
お
絞
け
の
こ
と
と
想
い
よ
す
。

い111
11
、

f
ど
b
遠
を
相

F
の
仕
巾
を
し
て
お
り
よ
す
が
．
忙
し
い

tLし
い
を

nn
111
に
．

．
 帝
k
り
な
愛
を
忘
れ
て
い
に
よ
う
な

気
が
致
し
ま
す
。

反
れ
の
機
会
を
り
え
て
く
れ
た
「
片
釈
の
し
の
ヴ
T
イ
オ
リ
ン
弾
さ
」
に
感
川
致
し
よ
す
。
あ
の

Ili
の
テ
ヴ
（

工
の
頻
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

仕
11
に
ま
た
テ
ヴ
ィ
エ
を
は
じ
め
ア
ナ
テ
フ
カ
の
心
り
さ
ん
に
お
会
い
し
た
く
て
帝
隕
に
お
邪
狐
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
．
と
て
も
と
て
も
染
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
此
い
期
間
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
し
お
孔
を
つ
け
ド
さ
い
よ
せ
．

東
・
批
閥
沢
"
μ

―-
＿谷

い
つ
子
さ
ん

「
風
と
と
も
に
ー

」
で
作
や
か
な
こ
け
ら
お
と
し
を
し
ま
し
た
帝
旧
劇
場
で
し
た
が
、
私
は
そ
の
と
き
突
然
の
眼
約
の
た
め

束
大
刹
狡
の
ペ
ッ
ド
の

t
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
卜
四
↑
の
こ
ん
に
ち
「
柘
根
の
K
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
さ
」
を

K
祈
し

て
い
る
こ
と
を
テ
レ
ビ
に
て
知
り
ま
し
た
。

＂r
速
｀
問

い
介
わ
せ
た
糾
米
、
辿

11
泌
且
と
か
｀
し
ハ
JI
分
が
こ
れ
か
ら
必
り
出
さ
れ

る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
の

11
の
刺
、
わ
た
し
は
マ

ー

ロ
ン

(J11
#
k
)
と
い
っ
し
ょ
に
削
必
券
を
買
い
に
，11
さ
よ
し
た
。

惰
川
削
場
に
は
い
っ
た
こ
と
の
あ
る
お
友
注
に
心
訴
を
か
け
．

h
#人
の
は
い
れ
る
f

)

と
を
lmよ
し
て
あ
リ

t
し
た
が
，
か
か

り
の
か
た
が
客
副
に
は
い
る
•
)
と
は
出
米
ま
せ
ん
と
の
こ
と
、
い
，

し
L

.
1
1
1
ん
め
い
＂
明
い
に

し

i

し

て

、
席
を
か

え
て
と

の

こ
と
で
は
な
し
が
つ
さ
ま
し
た
。

席
に
行
さ
、
お
ち
つ
さ
ま
し
た
と
こ
ろ
で
柏

T
が
お
こ
り
、
間
＂
品
だ
と
わ
か
り
よ
し
た

。
111M
は
ア
レ
だ
れ
か
な
？
森
出
さ

ん
と
わ
か
る
ま
で
す
こ
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
．
わ
た
し
ま
で
節
台
の
卜
の
パ
リ
場
人
杓
に
な

っ
に
よ
う
な
公
枯
に

な
り
．
う
っ
と
り
と
間
さ
人
っ
て
お
り
ま
し
た
。

か
え
り
に
係
の
か
た
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
，
ン
の
化
束
を
い
た
だ
さ
よ
し
た
。
す
ば
ら
し

い
園
台
を
兄
せ
て
い
た
だ
さ
、
そ
れ
に

ま
な
お
化
ま
で
い
た
だ
き
感
激
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

点
＂
（
で
か
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
、
久
礼
し
よ
す
。

始
め
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
削
に
「
が
根
の
卜
の
ヴ
7

イ
オ
リ
ン
弾
さ
」
に
め
ぐ
り
＾
＂
っ
た
こ
と
を
＇
苫
速
に
忠
う

。
と
い
う
の

は
、
祈
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
校
し
た
仙
ハ
附
し
さ
る
―
)
と
な
が
ら
、

＂＂
の
時
代
を
↑
さ
て
さ
た
各
民
放
の
伝
枕
と
瓜
貌
に
快
昧
の
あ
る

伐
に
は
．
よ

っ
た
（
木
知
で
沢
し
な

Ill
界
が
版
間
さ
れ
に
。

そ
う
い
う
中
で
テ
ヴ
ィ
エ
が
、
そ
れ
で
も
エ
す
こ
し
ず
つ
渋
く
な
っ
て
は
い
る
が
）
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず
に
附
闘
し
た
。
そ
れ

を
現
代
人
な
ら
．

It
か
な
い
と
か
北
札
と
か
＂
し
た
く
な
る
が
．
佃
切
＇
と
も
北
壮
と
し
こ
本
人
が
令
伏
窯
＂

i

．
し
な
い
よ
よ
お
神
様

に
、
伝
統
に
し
が
み
つ
こ
う
と
し
た
安
こ
そ
．
仙
よ
し
く
も
あ
り
．

111b
し
<
b
あ
り
、
し
さ
り
に
観
る
れ
を
次
い
に
訪
う
が
、

怜
渋
な
涙
な
し
に
は
叉
っ
て
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
蔽
後
に
は
そ
の
泣
さ
次
い
さ
え
も
＂
さ
れ
な
く
な

2
J、
テ
ヴ
ィ
エ
と
村
人
た

ち
は
、

＂央
後
に
．
疫
、
栓
に
な

っ
て
か
ら
よ

っ
て．
Ir
っ
た
。
す
ぺ
て
熊
＂
り
の
よ
よ
だ
が
明

11
か
ら
は
ど
こ
で
比
の
け
り
を
迎
え
、

よ
た
ど
こ
で
比
の
沈
み
を
兄
と
ど
め
ら
れ
よ
う
．
と
い
う
屈
に
間
え
て
，
た
だ

b
9̀
シ
ー
ン
と
身
に
つ
ま
さ
れ
た
息
い
だ

り
た
。

「
屈
根
の
卜
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
に
か
け
た
森
燦
ん
小
の
艮
心
的
＂
公
附
末
の
安
勢
に
心
か
ら
り
数
す
る
と
詞
叶
に
、
そ
の

符
台
を
国
の
人
た
ち
も
兄
ら
れ
た
ら
な
と
嬰

っ
て
な
ら
な
い
。

小
川
也
拍
勺
灼
＇
は

11
本

hmnぶ
闊

厳

安

正

さ
ん

テ
ヴ
ィ
エ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
が
沖
縄
の
人
々
に
残
し
に
感
動
は
．
い
よ
よ
だ
糾
い
て
い
ま
す
。
戦
憐
の
小
で
fl
'り

の
命
を
凡
険
に
さ
ら
さ
れ
．
そ
し
て

f
利
を
．
や
す
ら
ざ
を
ボ
め
て

111
野
を
逃
げ
よ
わ

っ
た
行
に
は
、
テ
ヴ
ィ
エ
の
店
し
み
と
悲

し
み
が
じ
か
に
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
し
て
人
々
の
ふ
＇
心
と
は
他
関
係
に
、
そ
し
て
突
然
に
脱
史
の
父
化

It
快

っ
て
く
る
の
で
す
。
沖
縄
b
そ
う
で
し
た
。
人
々
は

そ
の
恐
し
い

h
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
り
ち
，
皿
う
，
I
J
＂
が
と
術
し
知

2
J
い
ま
す
。
し
か
し
．
糾
／
泣
く
の
は
在
＂良
な

人
々
な
の
で
す
。
テ
ヴ
ィ
エ
が
ア
ナ
テ
フ
カ
を
受
し
た
よ
う
に
．
人
々
は

H
分
の
故
郷
を
受
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
そ
こ
が
針
せ

た

t
地
．
辺
出
な
品
呆
て
の
地
で
あ
っ
て
し
故
郷
は
ょ
哨
し
い
し
の
で
す
。

:
i
'年
前
、
テ
ヴ
ィ
エ
や
ゴ
ー
ル
デ
内
と
詞
じ
よ
う
に
人
八
小
に．

rに
hi
に
、
枯
て
る
限
り
の

b
の
を
枯

っ
て

n分
の
故
郷

を
追
わ
れ
た
沖
編
の
人
々
は
、
テ
ヴ
ィ
エ
の
姿
に
＂
ら
の
な
を
オ
ー
パ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
テ
ヴ
ィ
エ
と
い

っ
し
ょ

に
訳
し
た
の
で
す

。

で
も
沖
編
の
人
々
は
•
Y
せ
で
す

。

帰
る
故
郷
が
あ
っ
た
か
ら
ー
。

森
繁
尤
ー
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

^
W
報
＞

叶
1
6
11，
帝

M
収
場
の

r秋
楽

1
5
I
i
旧
め
の
胃
か
に
か
せ
ら
Iltoilo外
か
ら
の
屯
沿
で
す
．

私
は
、
「
圧
根
の
_

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
さ
」
を
川
院
的
な
人
礼
作
出
に
し
て
ド
さ
る
~
＂
比
の
仰
努h
と
卸
功
糾
に

J
I
常
に

感
仙
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
代
殿
は
私
の
大

Iiき
な
テ
ヴ
（
エ
で
す
。
"ll
殿
と
令
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ
フ
の
行
様
に
心
か
ら
の

戌ホ

A
を
巾
し

t
げ
ま
す
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ス
タ
イ
ン

松
虻
は
水
久
に

4
さ
残
り
．
と
き
わ
木
は
市
に
絲
を
枝
に
残
し
て
い
る
。
プ
ラ
ポ
ー
f
．
久
洲
f
．
お
．

JCaで
仰
泊
蹄
卜
さ
い
。

ジ
ェ
リ
ー
・
ポ

ッ
ク

⑱
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ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ロ
ピ
ン
ス

J
e
r
o
m
e
 R
o
b
b
i
n
s
 上

ア
メ
リ
カ
の

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
史
上
最
も
桔
力
的
に
、

油
出
、
振
付
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

ジ

ェ

ロ
ー
ム

．
u
ピ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
「
フ
ァ
ン
シ

9

.
7

リ
＇
」
「
オ
ン

・
ザ

・
ク
ウ
ン

」
「
ジ
プ
ジ

ー
」

「
ビ
ー
ク
ー

・
パ
ン
」
な
ど
数
多
く
の
作
品
で
彼
は

生
き
生
き
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
油
劇
芸
術
を
削
作
し

た
。
中
で
も
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
に
お
け
る

油
出
と
振
付
は
、
世
間
を
驚
倒
さ
せ
た
。

映
面
の

「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」
を
監
督
し
た
り
、
ロ

ジ

ャ
ー
ス
と
ハ
マ
ー
ス
ク
イ
ン
一
＿
世
の
「
王
様
と
私
」

の
振
付
も
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
最
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
「
屋
根
の
上

の
ヅ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ハ

ロ
ル
ド

・
プ
リ
ン
ス
と
組
ん
だ
こ
の
二
人
は
「
パ
ジ

ャ
マ

・
ゲ
ー
ム
」
で
一
紀
に
仕
事
を
し
た
が
、

こ
の

時
、
彼
は
ジ
3

ー
ジ

・
ア
ポ
ッ
ト
と
共
同
で
油
出
を

し
た
。
棗
初
は
油
劇
志
願
だ
っ
た
が
、

「
グ
レ

ー
ト

・
レ

デ
ィ

ー
」
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
踊
り
手
と
し
て

出
発
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
や
が
て
バ
レ
エ
団

の
ソ
ロ

・
ダ
ン
サ
ー
兼
、
抵
付
帥
と
な
り
「
フ
ァ
ン

ジ
ー

・
フ
リ
ー

」
の
振
付
を
し
て
一
躍
名
を
成
し
、

後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
ジ
テ

ィ
・

パ
レ
エ
の
多
く
の

パ
レ
工
を
作
っ
た
。

一
九
五
七
年
、
自
分
の
パ
レ
エ
団
を
結
成
。
「
パ

レ
エ

U
S
A
」
と
呼
ぶ
。

一
九
」
ハ
四
年
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
レ

ジ
’
ン

・
ド

ヌ
ー
ル
勲
れ
を
与
え
ら
れ
た
。

我
が
国
に
は
口
生
劇
勘

「
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
物

Iii
」

公
油
の
た
め

一
九
六
四
年
十

一
月
上
旬
来
日
し
て
い

る
。

「
段
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
は
舞
台
川

に
彼
の
告
い
た
八
番
目
の
、
で
要
作
品
で
あ
る
。
他
に

「
エ
ン
グ
ー

・
ラ
ッ
フ
ィ
ン
グ
」
「
ミ
ス
ク
ー

・
ツ

ン
ダ
フ
ル
」
「
ザ

・
ポ
デ

ィ
・
ピ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

そ
れ
に

ニュ

ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
で
ヒ
ッ
ト
し
た

「
プ
レ
イ
ン

・
ア
ン
ド

・
フ
ァ
ン
ジ
ー
」
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
に
は
、
ミ
ド

・
ジ
ー
ザ
｀
フ
ィ
ル

・
シ
ル
バ

ー
ス
、
ビ
ク
タ
ー

・
ポ
ー
ジ
、
デ
ビ
ー

・
レ
イ
ノ
ル

ズ
等
の
ワ
ン
マ
ン

・
ジ
ョ
ー
の
も
の
を
内
い
た
。

彼
の
浪
割
昇
で
の
成
功
は
、
レ
ビ
ュ
ー

・
ス
ケ
ッ

チ
か
ら
始
ま
っ
て
芝
届
に
移
っ
た
。
彼
に
は
兵
と

一i

人
の
息
子
が
い
る
。

ジ
ェ
リ
ー
・
ポ
ッ
ク
と

シ
ェ

ル
ド

ン

・

ハ

ー

ニ

ッ

ク

J
e『
r
y
B
o
c
k
 a
n
d
 S
h
e
l
d
o
n
 B
a
r
n
i
c
k
 

-J
-ヽ

」

ロ
ル
ド

・
プ
リ
ン
ス
の
大
成
功
の
共
作
は
ピ

{

し

ェ
ル
ト
ノ

・
ハ
＇
＿―ヴ

、
、

クュ
9

リ
ッ
ツ
ア
廿
受
共
作
品
の
「
フ
ィ
オ
レ
ロ
／
・
」

に
始
ま
り
、

「
テ
ン
ダ

＇
ロ
イ
ン
」
「

ミ
9

・
ワ
プ

ズ

・
ミ
＇
」
と
つ
づ
い
た
。

「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
弾
き
」
と
共
に
プ

"
＇
ド
ウ
ェ
イ
で
大
ヒ
ブ
ト
し
た
「
ア
プ
ル

・
ト
リ

＇
」
は
ポ

プ
ク

と
ハ
ー
一
一ッ

ク
が
組
ん
だ
作
品
で
あ

る
。ジ
ェ
リ
ー

・
ポ

ッ
ク

の
最
初
の
全
作
曲
は

「
ミ
ス

ク
ー

・
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
で
、
サ
ミ
ー

・
デ
ヴ
ィ
ス

・

ジ
ュ
一
一
ア
が
主
演
し
、
そ
の
中
に
は
「
ツ

9

・
ク

n

，
ズ

・
フ
ォ

9

・
コ
ン
フ
＊
＇

卜
」
と
い
う
ヒ

ッ
ト

・
ソ
ン
グ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ

の
紹
介

デ
ヅ
ィ
ッ
ド

・
メ
リ
ッ
ク
と
並
ぷ
プ
ロ
ー
ド
ツ
ェ

ィ
の
逸
材
°
プ

E
デ
ュ
ー
サ
ー
胤
油
川
家
。

―
―
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
れ
の
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
0

ペ

ン
ジ
ル
ペ
ニ
ア
大
学
在
学
中
、
そ
の
油
劇
活
動
を
ジ

9

ー
ジ

・
ア
ボ
ッ

ト
に

"IUnさ
れ
、
卒
凍
後
、
若

F

の
テ
レ
ビ
活
勁
を
経
て
朝
鮮
戦
乍
に
応
仏
°
除
隊
後

は
舞
台
糀
行
を
託
て
、
や
が
て
プ
＂

デ
ュ

ー
サ
ー
と

し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
「
パ
ジ
ャ
マ

・
ゲ
ー
ム
」

「
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
物
語
」
「
投
根
の
上
の

ヴ
ァ

イ

オ
リ
ン
弾
さ
」
等
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
火
上
に
不
朽
の

名
作
を
数
々
も
の
に
し
た
。

一
九
ら
1

年

5
か
ら
油

Ill家
と
し
て
も
活
躍
し
、

「
g

m
忘
n
y」

「
キ
ャ
パ
レ
エ
」
「
L
itt
le
N
i
g
h
t
 

M
u
sic」
守

で
最
優
秀
油
出
廿
を
獲
得
し
た
。
最
新

作
は

「
S
w
e
e
n
e
y
T
o
d
d
」
で
あ
る
。

シ
ョ
ラ
ム
・
ア
レ
イ
ハ
ム

S
h
o
l
o
m
 A
l
e
i
c
h
e
m
 

シ
＂
ラ
ム

・
ア
レ
イ
ハ
ム
は
、
近
代
の
ユ
ダ
ヤ
人

布
作
者
の
中
で

一
脊
愛
さ
れ
て
い
る
作
ば
で
あ
る
。

彼
は
人
物
を
描
廿
す
る
の
に
、
悦
れ
た
火
分
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
。

自
分
た
ち
の
民
族
の
み
え
、
心
、
英
知
、
そ
し
て

そ
れ
に
も
芯
し
て
、
彼
ら
特
打
の
コ
ト
パ
を
完
全
に

と
ら
え
た
。
『
占
い
国
」
と
『
テ
ヴ
ィ
エ
の
娘
た
ち
』

は
古
典
で
、
そ
の
中
に

こ
の
蚊
も
愛
さ
れ
て
い
る
作

家
の
蚊
利
の
代
及
的
物
語
が
い
く
つ
か
掛
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
登
勘
す
る
人
物
は
、
底
抜
け
に
明
る

い
人
間
｀
微
若
笑
的
人
間
、
代
ん
だ
の
や
、
北
常
識

な
の
や
、
北
劇
的
な
の
や
、
ま
た
す
こ
ぷ
る
愛
す
ぺ

き
人
物
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
物
語
は
、
い
ま
ま

で
に
な
い
ほ
ど
み
な
さ
ん
を
笑
わ
せ
る
だ
ろ
う
が
、

M
時
に
深
く
心
に
触
れ
る
も
の
が
あ
る
。
何
故
だ
る

う
か
？
そ
れ
は
ジ
＂
ラ
ム

・
ア
レ

イ

ハ
ム

は
偉
大

な
作
家
で
あ
る
証
拠
で
、
彼
の
卯
味
邪
々
た
る
ュ
ー

モ
ア
は
、
人
々
の
偽
ら
ざ
る
胸
の
中
に
、
愛
の
本
心

を
訴
え
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

シ
ェ

ル
ド

ン
・
ハ
ー

ニ
＇

ク
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演

於
れ
で
あ
っ
た
が
、
詞
を
害
き
始
め
、
ジ
ェ
リ
ー

・

ボ
ッ
ク
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ザ

・
ポ
デ
ィ

・
ピ
ュ

ー

-r
ィ
r
ル
」
で
組
む
以
前
に
成
功
し
て
い
た
が
、

こ

の
ミ
ュ

ー
ジ
カ

ル
で
、
ハ
＂
ル
ド

・
プ
リ
ン
ス

に
――

人
の
才
能
が
見

Ill
さ
れ
た
。

ま
た
、
ネ
ル
ソ

ン

に
つ
い
て
の
ミ
~

ー

ジ
カ

ル
、

、
ト
ラ

フ
ァ
ル
ガ
ル
」
で
も
こ
的
に
仕
事
を
し
て
い

る＂

-＝―
――-
＝＝＝
-＝
-l-―
―――
-＝＝―
―――-＝―
―-＿＿-＝―
-＝＝＝l=＝＝＝-l-＝＝＝＝＝-＿-＝
＝＝＝＝
l-=
＝旨

サ
ミ
ー
・
ペ
イ
ス

振
付
担
当
作
品

映
画
…
「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
鳴
き
」

「
ゴ
ッ
ド
ス

ペ
ル
」

浪
劇
・
・

「
カ
ン
タ
ペ
リ
ー
物
誼
」
・・・
ユ
ー
ジ
ン

・

オ
ニ
ー
ル
劇
褐
(
=-ュ

ー
ヨ
ー
ク
）

「
カ
ン
タ
ペ
リ
ー
物
籍
」
（
プ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ

ー
九
六
八
ー
六
九
）
の
振
付
で
ト

ーー

'
宜
（
最
優
秀
振
付
師
と
し
て
）
候
補
。

濱
出
・

振
付
担
当
作
品

演
劇
：
「
カ
ン
タ
ペ
リ
ー
物
栢
」・
・・
ハ
ー

・
マ
ジ

ェ
ス
テ
ィ
ス
劇
場
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

・

ッ
ド
＝

1

）

「
ゴ
ッ
ト
ス
ペ
ル
」
・
・
・
プ
レ
イ
ポ
ッ
ク
ス

劇
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
）

「
ツ
ー
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
・
オ
プ
・
ペ

ロ
ナ
」
・・・ヒズ

・
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ス
劇
場

（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ポ
ル
ン
）

「
ピ
ピ
ン
」
・
・
・
ヒ
ズ

・
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ス

劇
め

0

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
）

「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
．．
．
 

マ
ノ
ロ

・
フ
ァ
プ
レ
ガ
ス
劇
場
（
メ
キ
シ

コ
・
シ
テ
ィ
）

「
凰
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
翼
き
」
帝

困
爛
場
（
東
京
）

「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
籍
」
…
宝
塚
劇
場

（
宝
塚
）

「
N
'
U
N
C
L
E
」

（

リ
ア
王
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ

ル
版
）
・
・
・
ラ
マ

マ
劇
場
（

ニ
ュ

ー

コ
ー
ク
）

「
E
n
z
E
A
H
n
R
A
」

パ

レ

エ

（若
い
未
亡
人

・
原
作

「ゾ

ル
パ

・
ザ

・

グ
リ
ー
フ
」
よ
り
）
•
•
•
四
十
一
番
街
劇
場

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

ハ
ロ
ル
ド
・
プ
リ
ン
ス

H
a
r
o
l
d
 P
r
i
n
c
e
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生

沢

朗

画
伯

表
紙
•

P
h
i

〈
屋
根
の
上
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
〉

慧
り
上

こ
の
劇
の
rE
人
公
テ
ヴ
ィ
エ
の
い
う
独
白
の
な
か
に

，
こ
の

ア
9

9

9

h

で
は
、

1
"に
も

い
ぎ
に
か
が
あ
る
；
ー
飯
の
く
い
か
た
、
限
り
か
た
｀
村
物
の
ぶ
か
た
＂
に
と
え
ば
、
い
つ
も

頭
巾
を
か
ぶ
り
、
礼
拝
用
の
叶
掛
け
を
し
と
る
と
．

ユ
ダ
ヤ
の
人
た
ら
は
9
3
い止"、

111約
叩
内
を
枯
に
人
間
か

1
活
す
る
ー
に
必
投
な
規
則
の
Ill

り
込
ま
れ
た
9
ル
L
ー
ド
(T
A
L
M
U
D
)
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
た
、
彼
ら
の
し
き

た
り
は
こ
の
ク
ル
ム
ー
ド
か
ら
Ill
て
い
る
も
の
で
あ
る
ッ
彼
ら
の
社
＾
お
裕
小
や
、
＂
兵
観

ul
、

祈
は
、
衣
服
帖
船
t
ば
3

生
柘
内
税
は
こ
の
9

ル

L'
卜
に
よ

っ
て
糾
た
れ
、
そ
れ
ら
の
中
で
．

し
さ
に
"

仏
統
は
蔽
然
と
し
て
胎
史
と
と
も
に
培
わ
れ
て
さ
た

食

事

の

方

法

家
族
が
一
柘
に
食
事
を
す
る
金
駈
11
の
夜
に
は
、

主
姉
は
ま
ず
彼
女
の
そ
の

H
の
メ

ニ
4
ー
に
従
っ
て

テ
ー
プ
ル
の
セ
ッ
ト
を
行
う
0

ハ
ラ
ー
(
H
A
L
L
A
H
)

と
名
づ
け
ら
れ
た
バ
ン
け
主
人
に
近
い
所
に

JIt
か
れ
｀

カ
バ
ー
が
か
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
す
ぺ
て
住
ぃ
μ
の
川

政
が
出
来
た
ら
、
ロ
ッ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
て
家
族
を

食
党
に
招
じ
入
れ
る
0

ワ
イ
ン

・
グ
ラ
ス
は
各
人
の

氏
脳
に

111
か
れ
、

そ
の
ツ
イ
ン

・
グ
プ
ス
は
、
男
の

分
は
女
よ
り
立
旅
な
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
最
初
の

一
杯
の
キ
ト
ゥ
ジ
ュ
(
K
J
D
U
SH
)

と
呼
ば
れ
る
ツ
イ
ン

・
グ
ラ
ス
は
、
文

ー

息

f

ー
娘
、
最
後
に
｀

r婦
と
い
＂
胃
轟
し
、
氏

nil

の
お
祈
り
を
棒
げ
る
。

バ
ン
は
卵
大
く
ら
い
の
大
さ
さ
に
ち
ぎ
っ
て
各
4
‘

の
瓜
訊
に
沢
く
。
そ
の
傍
に
塩
が
訊
い
て
あ
っ
て
、

そ
れ
を
つ
け
な
が
ら
食
べ
る
。
こ
の
金
耀

11
の
夜
は
、

動
物

（
豚
は
も
っ
て
の
外
）
の
肉
及
び
動
物
か
ら
摂

ら
れ
た
ミ
ル
ク
、
あ
る
い
は
袖
、
バ
ク
ー
等
ゾ
切
＂
~

じ
ら
れ
て
い
る
°
従
っ
て
パ
ク
ー
な
ど
は
つ
け
ら
れ

な
い

。
ァ
ー
プ
ル
の

L
の
食
物
に
対
す
る
観
念
は
、

わ
れ
わ
れ

11
本
人
の
持
つ
観
念
と
違
い
、
；
種
の
神

棚
に
供
え
ら
れ
た
も
の
と
杓
え
ら
れ
て
い
る
。
食
巾

の
時
は
み
だ
り
に
各
人
が
語
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

心
臓
は
必

111
の
も
と
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
出
f

の
で
、
つ

い
で
な
が
ら
朝
の
第

一
回
の
祈
砧
の
時
に

は
息
考
の
も
と
で
あ
る
頭
脳
に
は
マ
ッ
チ
箱
大
の
筍

を
額
に
、
ま
た
感
梢
の
も
と
で
あ
る
心
臓
に
は
同
じ

大
き
さ
の
箱
を
左
の
下
開
部
に
同
様
ヒ

モ
で
ゆ
わ
え
｀

腕
を
曲
げ
て

心`
脳
に
つ
け
て
祈
砧
す
る
。
こ
れ
ら
の

箱
に
は
咽
内
の

一
部
が
入
れ
て
あ
る
。

着

物

の

き

か

た

沼
物
に
は

パ
ン
ド
を
使
わ
ず
、
ひ
も
を

JIJ
い
る
。

下
沼
の
上
に
カ
フ
タ
ン
(
C
A
F
F
T
A
N
)
と
い
う
も

の
を
沼
る
。
カ

フ
タ

ン
の
両
脇
に
は
フ
リ

ン
ジ
ス
と

い
う
ひ
も
が
左
右
に
つ
い
て
い
る
。
こ

の
フ
リ

ン
ジ

ス
は
祈
臼
の
際
必
ず
ま
と
う
シ
n

ー
ル
の
四
隅
に
つ

い
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
カ
フ
ク
ン
は
段
々
と

ジ
・

ー
ル
か
ら
変
形
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
良
い
。

か
く
し
て
フ
リ
ン
ジ
ス
だ
け
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た

も
の
で
あ
る。

釦
子
は
ジ
ュ
ト
レ
イ
メ
ル
(
S
H
T
R
E
JM
E
L
)
と

い
う
ベ
ル

ペ
ッ

ト
で
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
に
も
じ
皮
で

ふ
ち
が
き
れ
い
に
と

っ
て
あ
る
。
朝
起
き
た
ら
夜

U

る
ま
で
常
に
か
ぷ
っ
て
い
る
。
悧
子
を
か
ぷ
ら
な
い

で
、
歩
く
こ
と

も
し

ゃ
ぺ
る
•
Jと

も
出
来
な
い
。

も

し
そ
れ
を
破
る
な
ら
ば
神
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
し

ら
れ
て
い
る
。

戸

口
で
キ
ス
を
す
る

メ
ズ
ウ
ザ

ア

(
M
E
Z
U
Z
AH
)
と
呼
ば
れ
る
縦

8

セ
ン
チ
、
横

2
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
さ
な
竹
。
ち

ょ

う
ど
細
型
の
マ
ッ
チ
箱
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
筍
が
一JO

ロ
の
右
の
方
に

、
斜
め

に
と
り

つ
け
て
あ
り
、
そ
の

表
面
に
は
シ
ャ
ダ
イ
(
S
H
A
D
A
I)
と
字
が
柑
い
て

あ
る
。
こ

れ
は
神
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
の
箱
の

中
に
動
物
の
皮
に

手
心
き
し
た
型
店
の
一
節
が
入
れ

て
あ
る
。
そ
の
た
め
Ill
入
り
す
る
た
び
に
、
そ
れ
に

キ
ス
す
る
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
キ
ス
に
よ

っ
て、

常
に
神
様
が
わ
れ
わ
れ
と
共
に
い
る
ん
だ
と
い
う
自

i
見
を
確
め
て
い
る
。
そ
れ
に
罪
か
ら
人
を
守
る
と
い

う
こ
と
の
た
め
し
あ
る。

伝

統

的

な
ユ

ダ

ヤ

人
の

生
活

習

慣

何
事
に
も

し
き
た
り
が
あ
る

何
と
な
ら
は
、
こ
の
神
へ
の
供
え
物
を
応
洲
の
念
か

も
っ
て
食
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

一
州
の
内
ハ

11
間
は
湖
か
ら
晩
ま
で
、
犬
の
よ
り

に
な
っ
て
勁
勉
に
俯
く
か
、
こ
の
令
陥

LI
の
沿
開
か

ら
卜
耀

11
の
洛
閻
ま
で
の
．

11
分
は
、
気
分
だ

け
は

あ
た
か
も

5"族
の
よ
う
な
気
持
と
な
っ
て
、
ゆ

っ
た

り
と
家
族
中
心
に
団
ら
ん
す
る
。
こ
の
家
族
中
心
の

夕
食
な
と
は
ち
ょ

っ
と
現
代
の

11
本
人
と
ど
え
が
違

り
？
か
、
な
ん
と
も

rば
ら
し
い
バ

イ
グ
リ
r
9
,

ー
に
収
ん
に

4
訴
で
、
そ
の
底
に
は
、
人
間
的
な
及

し
さ
が
は
れ
て
い
る
c

眠
り

か

た

靴

・
靴
ド

・

r災
そ
の
他
左

Ii
i糾
で
身
に
つ
け

た
も
の
を
脱
ぐ
間
は
、
ん
の
分
か
ら
と
る
°
爪
り
り

も
ん
か
ら
す
る
。
こ
の
ん
か
ら
先
に
と
い
う
こ
と
は

心
脳
か
ん
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
c

心
臓
は
感
梢
の
も

と
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
ぢ
え
ら
れ
、
和
る
時
も
左

闘
か
ら
先
に

U
る
＂
わ
れ
わ
れ
の

t
う
に
仰
向
け
ゃ

＞
返
り
を
打

”
て
胆
は
い
に
た
っ
て
＞
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
そ
し
て
適
い
"
‘
k
n
l
l
か
ら
辿
に

れ
側
へ
と
惰
か
に
立
必
る

こ
れ
は
仙
康
に

一
番
よ

ぃ
Jj、M
で
あ
る
レ
も
い
し
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
そ
り

•. 

]
0
 

f
 

人
さ
し
指
と
中
指
を
軽
く
口
の
あ
た
り
に
当

て
るユ
ダ

ヤ
人
の
人
た
ち
は
と
き
ど
き
こ
う
い
う
仕
平

を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
の
人
さ
し
指
と

中
指
に

ピ
イ
ッ
、
ピ
イ
ッ
と
二
皿
く
り
返
し
て
、

つ
ば
を
か
け
る
よ
う
な
仕
ぶ
で
、

ア

イ

ン

・
ア
ラ

(E
IN
 A
R
A
)

即

ち
、
必
岡
の
目
に
対
し
て
行
う

も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
何
か
自
分
に
都
合
が
悪
い
時

に
な
る
と
そ
う
い
う
仕
JS
を
す
る
。
＂

は
ら
い
た
ま

ぇ
“
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ュ
ダ
ヤ
人
た
ち
に

は
や

は
り
蚊
も
悲
い
仕
雌
で
あ
る
と
お
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

結

婚

式

結
附
式
に
は
家
族
が
キ
ャ
ノ
ビ
イ
(
C
A
N
O
P
Y
)

を
支
え
て
、
そ
の
下
に
花
妬
、
花
隊
が
並
ぷ
。
ま
ず

花
嫁
さ
ん
が
花
術
さ
ん
の
屈
囲
を
七
回
ま
わ
る
。

一

番
初
め
に
花
術
が

ラ
ビ
か
ら
祝
福
さ
れ
て
、
注
い
で

も
ら

っ
た
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
そ
の
後
で
花
嫁
が
飲
む
。

花
術
は
コ
ッ
プ
を
さ
か
さ
ま
に
し
て
自
分
の
足
許
に

閥
さ
｀

マ
ー
ザ

ル
ト
ー

プ

(
M
A
Z
E
L
T
O
V
J
と
い

っ
て
コ
ッ
プ
を
割
る
。
な
ぜ
割
る
か
と
い
う
と
、
そ

の
作
‘
"
ー
マ
帝

N
の
テ
ィ
ッ
ス
に
よ
っ
て
エ
ル
サ

＞
人
の
神
殷
が

こ
わ
さ
れ
た

111斥
を

ユ
ダ

ヤ
教
を
信

ず
る
行
と
し
て
、
い
か
に
ギ
福
な
時
で
も
、
絶
対
に

忘
れ
な
い

よ
う
に
と
の
成
め
の
た
め
で
あ
る
。

現
化
ヒ
ト
故
の
人
た
ち
で
も
こ
の
劇
の
代
尿
の
時

代
に
は
生
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
彼
ら
の
父
母
が
、

こ
の
劇
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
か
に
ク

IV
ム
ー
ド

を
し
っ
か
り
と
抱
い
て
災
教
徒
か
ら
の
辿
巾
り
あ
る
い

は
同
教
徒
同
士
の
軋
餃
の
中
を
歩
い
て
来
た
か
、
そ

の
感
情
の
中
に
熊
形
の
印
象
と
し
て
残

っ
て
い

る
が
、

こ
れ
ら
の
古
い
し
き
た
り
は
戦
染
的
な
地
位
に
あ
る

人
は
別
と
し
て
、
一
般
人
に
は
大
事
典
七
冊
分
ぐ
ら

の
も
の
が
常
に
頭
に
あ
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
時
代

の
流
れ
に
従
っ
て
そ
の
形
、
衣
味
が
モ
ダ
ン
化
し
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
人
類
の
尾
骨

の
よ
う
に
退
化
し
、
い
ま
や
お
伽
話
的
に
な
っ
て
い

る
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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手焼 ・ 風味 沿 ~ ~1 
渕•t しく｀め L I ・がっていただくために｀ぶな

がらのf•燒さの製法を頑 1,1 にこ和）、から ') と 11:

I・. げたf・燎さが心の．みのかめあられです．

五iattに 士凡兒f、 ここ~::町~:~已1~~
をこ‘利用く ださい。 (B噸休み）駐車場有

9ヽみ(l)"'Jヽダ） 皿
栄本店

tt261-1333 

栄南店
tt261-7731 

（駐車場）
完備
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FIDDLER ON THE ROOF 
THE PLACE, Anotevko, a village in Russoo 

THE TIME, 1905, on lhe eve of lhe ,evolulioaa,y pe,iod 

JAPANESE PRODUCTION STAFF 

T『anslala,

Ly,;c, Tmnslated by 

CAST 

T AKESHI KURAHASHI Tevye, the Do.,ymon 

KAZUKO WAKAYA Golde, h;, w;fe 

KOHT ARO TAKI 

Cho,eog,ophe, & O;,ecto, {JAPANESE P,od,ct;on) 

SAMMY BAYES 

arn,t. o;,ecto, ................................ NORIO MIYAZAKI 

HIROSHI SATO 
osml. Cho,eog,ophe, 

Mu,kol o;,e<fo, 

Seh Oe.,gne, ... 

Co,tume De,.gnec . 

MICHINOSUKE SAKAGAMI 

KOHTARO TAKI 

RYO FUKUI 

. BORIS ARONSON 

KOTARO MAKI 

...... BORIS ARONSON 

KOTARO MAKI 

SABURO OHBA 

... NAOKI OGI 

AKIRA HOMMA 

0,che,t,o 

Conducto『

Japanese P,oduclion A"anged by 

. TOHO Q,chest『O

GIICHI OHT ANI 

.. TSUTOMU SATO 

MAKOTO NAGANO 

KIYOSHI FURUKAWA 

SYNOPSIS: 

Time is 1905 when Russia was rulecl by lhe Czar. This slory 

lak心 placein a small village in Russia, which is callee! Analevka 

where a group of Jewish families have selllecl down. These 

people still faithfully observe the old Jewish lradilion. 

Tevye is a hard-working milkman of lhe village. who lalks lo 

Goel almost on a man-lo-man basis and happily miS<1uolcs the 

Good Book lo cover any situation. Golde is his sharp-longu叫

but devoted wife and mother of five dutiful daughters. The vii-
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HISA YA MORISHIGE 

KAORU YODO 
MIKIKO OTONASHI 

JUN ANNA 

. YURIKO MATSUOKA 

CHINU IZUMI 

JUNKO HAYASHI 

ond 
Mony othe『v;lloge,sond Russoons 

lagers rule the village according lo their old traditions and have 

no mteresl in the world outside. 

Yente is the villager's warm-hearted but garrulous and go恣 LP・

loving match-maker. One day she cumは loTcvye's house with 

a good news. She says Tcvye's oldest daughter, Tzcitel. is de-

si,cd by Lazar Wolf, wealthy butcher and widow who函 sthe 

JJCrfect wife in Tzeitel. Lazar is over 40・・ …・too old fo, Tzeitel 

and not well c>ducaled・ ぃ・ ・ ・but Tevyeしhinksit all right to give 

,・・・・・・・・・・ 今今今・・・・・・・今..今・・・・・・・・・・・・・-・今9會●●●，・・・・・・・・・拿●今●争●●●●●→●・-・ 今..● ・--・・・ 拿●●●今●今・・・・・・・・・今●・・・-・・・・ ●●●●●〇●●●争●・-・・・ 

! i 
i MUSICAL NUMBERS ! 
! i 
i i 
; ACT I. ACT II. 
! 
; TRADITION 

! MATCHMAI 

｀ 

, IF I WERE A RICH MAN ............................... Te,ye 

＇ 

I THE DREAM 
ANATEVKA 

EPILOGUE 

Pecch;k and Hodel 

.. Tevye aod Golde 

Yenle and the V;lloge『S

Hodel 

Tevye, Golde, Vente, Lo,o,, Meodel and Avrnm 

THE ENTIRE COMPANY 

f,uma-Sa,ah and the V;llage,s 

, SUNRISE, SUNSET .............. Tevye, Golde, ond the V;lloge,s 

｀ 

; BOTTLE DANCE ................................ The v;llagc,s 

; WEDDING DANCE ........................... . 

i 
. The v;1109c,s 

~ - - · · · · · ● ----ヽ---... -. -----. ---... -. -.. -.. -. ---. ---.. ------------. -------.. --------.... ------. --・・------・・-.. ヽ.................1 

his daughter lo him if Lar.:11・ca≫ »>a l«· 11< •1· ha pp). :≫><I al 1,-:,s¥ 11<・wcclding lakes place, l'crchik leavesしhevillage to join the rcvo・
is rich enough not to drive his daughter to tヽ:111a1ioo lutionary group. lie thinks that it is his vocation and more im-

One day Tevye meets l'crchik. , ℃ vol11tio≫:≫y)'>≫><>,: ≫≫iw・, ―sity tX>rtant lhao his love for I Ioele. 

graduate, and assヽ himlo look a 「t,• 1 · h i s d:≫1ghl,・1ゞヽtnd1ing Later it is rumoured that Pcrchik has be-en arr図叫 andput to 

while he can offc,・lx,:11・d and n"•al s in ,.、el>:≫≫:<・-t'm・lnk'ヽ ；n・ ha,・d labour in Sit,eria. So I lcxtcl tcavc-s fr≫・Sitx,ria lo Ix, nc:11・ 

rival in Anatevka brings with it th<'wind of ch:≫11:,・. th,1111:h her love. 

Tr.citel is practical and stnmばwilk-tl.:≫><I th,・ firヽIof ' l \•v1ーじヽ Tevye's third daughter. Chava, is torn l,ctwccn her affcclton 

five daughters to break with trnditio11 :11,d """'¥'f≫r l≫H' Ill- for her family and her love for a traditional enemy. Ile-cm 

cause slw is in love with Motel. th,・1i,11id lailo, w,11, two ;1111hi s加 isin love with Fy≪lka. a Rus.siao, whose horiwns arc broader 

T ― 

1・ tions, to marry r.e,tel and to buy ;1 s,•w 111g """',,,,.._ Their than the average llus.s1a11 villager and vヽhosclove for a Jcヽvish
111arriagc 111cans they arc against th,·vi ll:,g,• ,,,1,. .ヽl,≫t'1,・vyc girl changc-s his life 

finally gives his consent ln their 111arriai,1・"、Mnl<-1iヽanin・ and 
sincere hard-working young 111,111. 

At their wedding Lazar. lhe h11ll'l1c・r, en11go;1111la1,・、a 11, •w ly 

weddecl couple. Ycntc, the 1natd1 111al≪・1. is 1101 lo;qり）)'JJL匹 lll,C

Tzeitel did not accept her 111a1-riage ;11・1・;11,ge111じ111. Sn sloc、bri11gs

up an argument. llul 1兄opleallencli11g lhe reccpli≪u laler start 

dancing in celeb,・ation. Al lhe clim; ぃ,of llw 1·c•ceptio11 a good・

natured JJO!ice sergeant breaks inl11 the house with his 111c11 and 

ruins the party. This is dune by orders from the authuritic-s in 

order to oppress the Jews. 

, fzeilcl and Motel try lo make a happy home together allhough 

they are pool'. Tevye's second danghter. llodel, is the IXJldest 

of his daughters and admires the non-conformist oullook of the 

man she loves. Pcrchik. She wants to marry him. but before her 

Lalcr when rcla1;vc-s gather al Molcl's hou心 lobl熔 hrsnew・

l≫rn baby, Chava confesses her ;nlcnl;on lo marry Fyc<lka 

llowcvcr,'lcvyc never allows such a m,uT;agc l,clヽvccnlhc pco・

pie of Mfcrcnl reng;uns Al lasl Chava leaves home and runs 

away w;lh Fyc-dka lo have a wcdd;ng al a Russ;an church. ms-

gusle<I, poor'lcvyc s.,ys, "Clwva ;, dead! Lcl's forgel her." 

However more dcc;s;vc blow ;, yet lo allack'lcvye: lhe au-

lhur;Ues demand lhc Jcw;,h 1,cuplc ;n Analevka lo leave lhe v;I-

lage w;lh;n 3 days. Ycnlc leav心 forlhe sacred land. Israel. and 

olhcrs for Ame,;c., where there ;s freedom 

Thus'lcvyc, hav;ng l,c;ng slr;ppcd of all h;s foothold on lhc 

old lrad;Uon. csca 1• ふ luthe new world w;lh h;s fam;ly 
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中日劇場ご利用のこ‘あんない

●中日劇場の切符のこ・予約は電話でもお受けしています。発-:c11,;u,cご（-約
いただいたとさは兌光 II から :in以内に、兌•!c >Iり）とさは翌 I I 、 '.'/''I Pl• 
9こ公油の"'こかかる LOJについては,i,illよでにーそれぞれ）；り1さ取りいた
だくことになって··~ す。）；席について"およかせし 9ただくことを似11'1と
していよす。お1::i,ヽ 合わせた (052> 26 l 2046・0088 
●茄売り券はつぎのと ころで扱っております。

［名古hl-052】 lヽ>llill場'"' 11111勺線273/ lヽ'I―I'/ーピ""ンター261
89祁／松坂!i'251"、II f.,',h'C赳,,,,,:m 1,・usi ,,,, 
名鉄観光サーピス586 241)(1/紺IIピ9レ571 9002 栄●rピル962 4319 
名鉄観光栄.,,,ービスセンクー95164"6/ >ニモール，"6 1277 ,! 祈951
血 2/CHC2'1 Kill/+柿 482 00-IO/名人'l'-1ら7819919 
<;,-'Iii公；；；,., み）ヤマハ201 5",r,/i¥'{. 一窄961 0115 
[ --宮 =~咄6)-H観光サーピス72 82:JI 
1凶幻 〇四lが・スこ>21位 11/'oifl・プレーIfイ1'215161 レオ 23'.心

【1，伯 0532),"i式53 2111 
[i'-111 058, ) 布•旅f r tt:11 15:15 
【 NIIJf ~ o滋l NII/I・ 西ヽtプレーII(ドK4 :Jl:JI内線"'.'"'
1岐’；し 臨 2]近鉄65 3111/祈岐,,,65/7111/T.S島杞6< IIOI 
【四lloli OC,9:J] ;; ,. < JSI 1111 

1,11-0502] ジ＼・人 "' ""  
[IIりl 0596 】 • 1 • 11 プレ ー ガイド2•1 r,9,,c, 

● ご招袴会、慰安会、 讀＂会な どの(IL に こ•利用 ください。
団体のこ勘Hについて 1よ．ご柑しだい係［］がお伺いして J;/;• JlなどQ)l,

If t, 合わせをさせていたださよす．
こ連絡先 く052)'"通,.,2046・ 螂 1(/1261 1111 ''線 251・252
＜中日劇場友の会ごあんない＞
●入会金 ，1001'1 {121,)1/j効 ．鞘駁改更のとさは：1001'1) 
●特興 ご人会と l»I時にお沢し・りる会U,Fでつ Sの特典が受 I/•ン）はす。
I. 中 rlllll引 I t公訓り）人場存を会n~ —りりにつさ ー 名、 l,\別9約 1 さ n金
でお求めいただI/よす。 （特別如 iの場合をのぞさょ —r/
,_中II間場で公演の名古lltrr'染協会 rnのrr'lli会人場存を;;協会U扱い

1 WJ',\'l•ll さ II金で）；求めいただ Ill す．
3 -その他
●ご入会畳II付II
中l―1111坦窓IIで受llf-tllをしていよす。

中H劇場
公油ごあんない

団体観劇 • お問い合せは営彙部 fl:(052)261-2046 , 0088 

7月18R 文繹肥前風土記 中霊

三三；韮i中環 中日民謡フェスティバル （諜悶
9日R
↓ 夏の爆笑ミュージカル 柏木冷

30日④極楽島物語言；

蜘戸は8月 5 ~@1松竹叩IJ 公柑（ 況：が賢;::,t'i-~ 
10虹） 瀧の白糸 が心 • l • H 1, i 

~;~~!:·~~;:! ~!9 
閥 刷 重要無形文化財 文 楽

｀
 

フランス印 I'

白亜館

店
ん

t
じぅ
粉
込

6
蛉
山
嘉名厄乍名口

叩芸

年40

民の

治明m
味

g
鬱

ダ
各国民 芸 品

＝クサイ尺芸
名古屋 ・サカエチカ雨名店街（中日 ビル入口） 961—6071 員

中日ピル店（中日ビル82)

ff241-1939 

本店 （中村大r,バス停前）
云482-2428

歴史と信用を誇る結婚相談 ~ii~且~1和炉繁凜闘）
云(052)833-5977・832-5571・八事天道910

本部 ：京都 支部 ： 東京・大阪・宇治・京都南 • 四国・広島・九州

ガス器具総合メーカーのパロマ

豊富な経験と高い技術で

より信頼される製品を

おとどけします。

,,., マの,,.,Hn験と
,,., から＇） ．よ"ん製品9よ

介"'のこぷ社で
（仙f/J)(-1:.人・)(安介）なガス"具とLて
ご,.,髯"'"'ご..て,.,
ムすの "ら u,•1 さる新契品の l り 1 兌とともに
のらのらよで女心Lてお使,.,.,こだ（ための

サ ピス綱のいっそうの4ふ允も
す-,めてよ'"Ii、,.. 

血
70年の
匹とlllliを．叫•式...,,aてI
本社名古 〒鉛22"8'2-HH
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待邑経蒻図

吝1,1;1附

吝,1,:11術FIii

吝111:2 ,, 竹

く場内のこあんない〉

1 階＝インフォーメーツ• ン（受付）、切
符光り贔、クロ-?

食 堂＝劇場入り口の向かい傾にございま

す。お出入りの際に入場券をお見

せください。

場内売店＝客応 1陪、 2階のロビーにござ,.
ます。箕しオペラク・,ス（クロー

ク）もこ’利用ください。

化粧室=!~2階＂ピーの舞台に向かって

右端にこ’ざいます。

非常の際は左図のように、客!Iii陪下部の南
北西非常階段を、劇場保り且の指示に従って

待避していただくようお願い巾しあげます。

なお、非常陪段け閉)IJJl.l!用になっています。

（おねがい）

1. 1111拭中客応へのお出入り1以お内のふんい

きをこわし、みなさまのこ遂惑になりま

す。ml油5分前にはこ沿序くださいます
ようお願い,11しあげます。

2. 111内での''fJ~lll彩、喫煙9ょ固くお断りい
たします。

3. p ピ-の収面（光る吹）は売い材四なの

で、おけがのないよ夕、とくにお fさま
はおスを1、1・けてください。
4. ill油れの糾公、その他の~f/11.1こよる代油
は悪しからずこ了承ください。

5. お,,,の番,;,をごl'I宅にお控え既さくださ
れば:.;rnでお呼び/IIしの関などこ使+11で
す。

6. ,1叶1隅場9よ、みなさまに親しんでいたle
けるよう努））していますが、こ・吊屯こ・

11:!l:、などがこ・ざいましたら、こ泣峨なく
・1, 務,rrまでお,pしIllください。

吝111:21杓l済11

“● ・兒II ,,,n 劇鳩 <•l•U 衝聞文化丈餡9』ゞ

印 ● 大生印.(抹）

≫
 

墨·会（こ "~q ヰ沿 な二 ゃゞ ・柳橋

地下鉄名駅名店街

国鉄名駅地下街
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